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は
じ
め
に

江
戸
時
代
、
歌
舞
伎
の
囃
子
方（1）
は
時
代
に
よ
り
多
寡
は
あ
る
も
の
の
、
継
続
的
に
東
西

劇
壇
（
上
方
と
江
戸
）
を
往
来
し
て
、
両
地
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
続
け
た
。
例
え

ば
、
寛
延
期
以
前
（
―
一
七
五
一
）
に
は
上
方
か
ら
江
戸
へ
と
下
る
囃
子
方
が
多
く
、
そ

の
代
表
格
唄
方
の
坂
田
兵
四
郎
の
江
戸
で
の
活
動
や
移
動
に
よ
る
変
化
を
検
討
す
る
と
、

上
方
が
江
戸
に
影
響
を
与
え
て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ
た（2）
。
本
稿
で
は
続
く
十
八
世
紀
後

半
、す
な
わ
ち
宝
暦
期
か
ら
天
明
期
（
一
七
五
一
―
一
七
八
八
）
の
囃
子
方
の
東
西
交
流

に
つ
い
て
検
証
し
て
ゆ
く
が
、
そ
の
前
に
、
文
化
年
間
の
上
方
に
目
を
向
け
て
お
き
た

い
。
天
明
期
よ
り
下
る
こ
と
十
余
年
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に
は
、
大
坂
に
お
い
て

江
戸
長
唄
が
一
般
層
に
ま
で
流
行
し
て
い
た
様
子
が
、浜
松
歌
国
の
『
摂
陽
奇
観
』
巻
之

四
十
四
の
以
下
の
記
事
に
見
え
る（3）
。

一

江
戸
長
唄

大
坂
ニ
て
流
行
出
し
素
人
の
好
士
稽
古
し
て
諷
ふ

囃
子
の
鳴

物
を
交
へ
て
其
群
れ
を
チ
リ
カ
ラ
連
と
呼
ぶ

五
大
力

旧
跡
噺

禿
面
か
ぶ
り

都
万
歳

唐
子

鹿
島
踊

五
雁
金

綱
手
車

関
寺
小
町

恋
の
舟
長

黒
木
売

鷺
娘

昔
噺

艸
か
り

髭
奴

二
見
す
が
た

都
座
頭

傀
儡
師

鳥
さ
し

茂
三
順
礼

田
舎
座
頭

一
代
奴

花
奴

其
外
三
都
か
ぶ
き
の
手
踊
の
唱
歌
七
変
化
九
ば
け
な
ど
の
類
を
専
ら
諷
ふ
番
組

数
種
あ
れ
ハ
略
ス

チ
リ
カ
ラ
と
は
能
楽
囃
子
に
由
来
す
る
も
の
に
対
し
て
歌
舞
伎
独
自
に
創
案
さ
れ
た

囃
子
の
手
法
の
こ
と
で
、素
人
と
は
い
え
鳴
物
を
交
え
た
本
格
的
な
稽
古
の
様
子
が
窺
わ

れ
る
。
掲
出
の
二
十
三
曲
の
中
に
は
、「
綱
手
車
」「
鹿
島
踊
」「
鷺
娘
」
な
ど
江
戸
歌
舞

伎
で
の
上
演
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
曲
も
目
立
つ
。こ
の
よ
う
に

十
九
世
紀
に
入
る
と
、上
方
に
お
い
て
江
戸
の
影
響
が
巷
間
に
ま
で
浸
透
し
て
い
た
こ
と

が
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
わ
か
る
。

歌
舞
伎
囃
子
方
の
東
西
交
流
│
宝
暦
期
か
ら
天
明
期
に
か
け
て

│

前
島

美
保

本
稿
は
、
宝
暦
期
か
ら
天
明
期
（
十
八
世
紀
後
半
）
の
歌
舞
伎
囃
子
方
の
東
西
交
流
に
つ
い
て
、
主
に
各
種
興
行
史
料
（
顔
見
世
番
付
、
役
割
番

付
、
絵
尽
し
、
正
本
、
役
者
評
判
記
等
）
を
基
に
動
向
を
明
ら
か
に
し
、
上
方
と
江
戸
の
影
響
関
係
を
具
体
的
に
探
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
当

期
は
四
十
二
名
の
囃
子
方
の
往
来
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
り
わ
け
役
者
に
随
伴
し
て
上
方
に
移
動
・
定
住
し
た
江
戸
の
囃
子
方
（
中
村
兵
蔵
、

杵
屋
忠
次
郎
、
湖
出
市
十
郎
、
鈴
木
万
里
等
）
が
舞
台
に
出
演
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
上
方
に
お
け
る
江
戸
化
の
方
向
性
（
長
唄
呼
称
の
定
着
、
長

唄
正
本
・
詞
章
付
き
史
料
の
版
行
等
）
が
決
定
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
う
し
た
影
響
関
係
は
、
上
方
が
江
戸
に
影
響
を
与
え
て

い
た
十
八
世
紀
前
半
と
は
対
照
的
で
あ
り
、「
文
化
東
漸
」
と
言
わ
れ
る
時
代
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
端
的
に
表
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕
江
戸
時
代
、
上
方
と
江
戸
、
往
来
、
演
奏
者
、
江
戸
化
、
長
唄
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上
方
と
江
戸
の
囃
子
方
の
影
響
関
係
か
ら
す
る
と
、寛
延
以
前
と
は
正
反
対
に
見
え
る

こ
の
よ
う
な
現
象
が
生
じ
る
に
至
る
ま
で
の
経
緯
と
は
、一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
の
か
。
本
稿
で
は
主
に
興
行
関
係
史
料
に
基
づ
き
、宝
暦
期
か
ら
天
明
期
の
囃
子
方
の

東
西
往
来
と
、
江
戸
の
囃
子
方
の
上
京
坂
を
中
心
に
影
響
関
係
を
探
り
、
上
方
に
お
け
る

江
戸
の
影
響
力
の
発
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

な
お
こ
の
時
期
、役
者
の
上
坂
に
随
伴
し
た
囃
子
方
と
し
て
知
ら
れ
る
湖
出
市
十
郎
と

鈴
木
万
里
に
つ
い
て
は
古
井
戸
秀
夫
氏
に
よ
っ
て
す
で
に
言
及
が
あ
る
が（4）
、こ
こ
で
は
囃

子
方
全
体
の
東
西
交
流
の
動
向
か
ら
捉
え
直
し
て
み
た
い
。

一

往
来
囃
子
方
一
覧

ま
ず
は
、当
期
の
囃
子
方
の
往
来
を
総
覧
し
て
お
く
。
往
来
を
知
る
第
一
の
手
が
か
り

は
、
寛
延
以
前
と
同
様
、
顔
見
世
番
付
に
記
載
さ
れ
た
地
域
名
で
あ
る
が
（
注
2
拙
稿
）、

併
せ
て
役
割
番
付
、
絵
尽
し
、
役
者
評
判
記
、
正
本
な
ど
も
参
照
し
た
（
表
1
）。

当
期
の
上
方
と
江
戸
を
往
来
し
た
者
は
、計
四
十
二
名
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
初

移
動
の
時
期
と
そ
の
特
徴
に
よ
り
、
以
下
の
三
期
に
分
け
て
囃
子
方
の
動
向
を
見
る
。

宝
暦
期
（
一
七
五
一
―
一
七
六
三
）

こ
の
時
期
は
唄
七
名
、
三
味
線
三
名
、
鳴
物
四
名
、
計
十
四
名
の
往
来
が
確
認
で
き
る

（
表
1
中
、
1
―
14
）。
京
か
ら
大
坂
へ
下
っ
た
者
が
五
名
（
村
井
清
左
衛
門
、
扇
屋
庄
五

郎
、
金
子
吉
六
、
吉
田
庄
七
郎
、
藤
田
利
兵
衛
）、
大
坂
か
ら
京
へ
上
っ
た
者
が
五
名
（
坂

田
藤
助
、
林
忠
助
、
亀
屋
仙
介
、
嵐
弥
吉
、
か
め
や
権
次
郎
）、
京
↓
大
坂
↓
京
と
移
動

し
た
者
が
一
名
で
（
杉
本
為
三
郎
）、
京
坂
の
往
来
が
多
く
見
ら
れ
る
。
江
戸
↓
上
方
↓

江
戸
と
往
来
し
た
者
は
二
名
お
り
（
中
村
兵
蔵
、
杵
屋
忠
次
郎
）、
杵
屋
忠
次
郎
は
江
戸

で
す
で
に
タ
テ
格（5）
の
地
位
を
得
て
い
た
。
こ
の
二
人
の
上
坂
に
つ
い
て
は
、役
者
と
の
関

係
を
含
め
次
項
に
て
検
証
す
る
。当
期
に
お
い
て
は
稀
な
移
動
と
考
え
ら
れ
る
京
か
ら
江

戸
へ
と
下
っ
た
者
も
一
名
い
た
（
南
村
市
九
郎
）。

タ
テ
格
と
さ
れ
る
者
は
、
唄
方
が
三
名
（
坂
田
藤
助
、
村
井
清
左
衛
門
、
中
村
兵
蔵
）、

三
味
線
方
が
三
名
（
扇
屋
庄
五
郎
、
杵
屋
忠
次
郎
、
杉
本
為
三
郎
）、
鳴
物
一
名
（
南
村

市
九
郎
）
で
、
鳴
物
は
少
な
い
。
タ
テ
格
の
鳴
物
演
奏
者
の
往
来
が
少
な
い
の
は
、
宝
暦

か
ら
安
永
に
か
け
て
一
貫
し
て
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
が
、そ
も
そ
も
寛
延
以
前
も
極
め

て
少
な
か
っ
た
（
注
2
拙
稿
）。

明
和
安
永
期
（
一
七
六
四
―
一
七
八
〇
）

こ
の
時
期
は
唄
四
名
、
三
味
線
三
名
、
鳴
物
一
名
の
計
八
名
の
往
来
が
確
認
さ
れ
る

（
表
1
中
、
15
―
22
）。
移
動
は
大
き
く
、
京
坂
の
往
来
と
、
江
戸
と
京
坂
の
往
来
に
分
け

ら
れ
、
江
戸
と
の
往
来
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
ず
京
坂
の
往
来
は
、
大

坂
か
ら
京
へ
と
上
っ
た
佐
野
川
源
四
郎
、
大
坂
↓
京
↓
大
坂
と
移
動
し
た
者
が
吉
田
新

七
、
吉
田
庄
右
衛
門
、
京
↓
大
坂
↓
京
↓
大
坂
と
移
動
が
確
認
で
き
る
森
三
二
の
計
四
名

お
り
、頻
繁
に
京
と
大
坂
を
行
き
来
し
て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
江
戸
と
京
坂
の
往
来

が
確
認
で
き
る
の
は
四
名
。
京
か
ら
江
戸
へ
と
下
っ
た
重
井
新
七（6）
、逆
に
江
戸
か
ら
大
坂

へ
と
移
動
し
た
中
村
善
幸
、
江
戸
↓
京
↓
大
坂
と
移
動
が
確
認
で
き
る
中
村
富
五
郎
、
そ

し
て
江
戸
↓
大
坂
↓
江
戸
↓
大
坂
と
江
戸
と
大
坂
を
往
来
し
た
湖
出
市
十
郎
で
あ
る
。

こ
の
中
で
移
動
時
に
タ
テ
格
と
さ
れ
る
者
は
、
唄
方
の
湖
出
市
十
郎
、
中
村
富
五
郎
、

三
味
線
方
の
吉
田
新
七
、
吉
田
庄
右
衛
門
、
佐
野
川
源
四
郎
、
鳴
物
の
森
三
二
と
六
名
確

認
で
き
、タ
テ
格
の
移
動
者
が
多
い
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
湖
出
市
十
郎
に
つ
い
て
は
後

述
す
る
。

天
明
期
（
一
七
八
一
―
一
七
八
八
）

こ
の
時
期
は
唄
五
名
、
三
味
線
五
名
、
鳴
物
十
名
、
計
二
十
名
の
移
動
者
が
認
め
ら

れ
、
期
間
が
短
い
割
に
移
動
す
る
者
が
多
数
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
（
表
1
中
、
23
―

42
）。
中
で
も
鳴
物
の
移
動
者
が
多
い
の
が
目
に
つ
く
。
ま
ず
京
坂
往
来
に
つ
い
て
見
る

と
、
京
か
ら
大
坂
へ
移
動
し
た
者
は
、
富
山
清
五
郎
、
浅
尾
祝
兵
衛
、
望
月
九
郎
右
衛

門
、
和
田
左
蔵
、
和
田
新
蔵
、
和
田
真
吾
、
嵐
常
八
、
以
上
七
名
が
確
認
で
き
る
。
大
坂
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か
ら
京
へ
上
っ
た
者
は
小
倉
勇
次
郎
、芳
澤
幸
八
の
二
名
。
大
坂
↓
京
↓
大
坂
と
移
動
し

た
者
は
中
村
嘉
七
、坂
巻
久
五
郎
の
二
人
。
大
坂
↓
京
↓
大
坂
↓
京
↓
大
坂
と
往
来
し
た

者
は
中
村
由
兵
衛
。
逆
に
京
↓
大
坂
↓
京
と
移
動
し
た
者
は
浅
尾
藤
五
郎
と
太
田
金
蔵
。

そ
し
て
、京
↓
大
坂
↓
京
↓
大
坂
と
移
動
し
た
者
に
は
杉
本
仁
三
郎
が
い
る
。
こ
れ
ら
京

坂
往
来
の
う
ち
、
浅
尾
、
望
月
、
和
田
左
蔵
、
和
田
新
蔵
、
和
田
真
吾
、
小
倉
、
坂
巻
、

太
田
の
八
名
は
い
ず
れ
も
鳴
物
の
演
奏
者
で
あ
る
。
一
方
、江
戸
と
上
方
の
往
来
も
前
期

か
ら
継
続
し
て
多
く
見
ら
れ
る
。
江
戸
か
ら
大
坂
へ
上
っ
た
望
月
太
吉
、鈴
木
万
里
を
は

じ
め
と
し
て
、
江
戸
か
ら
京
へ
上
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
望
月
専
右
衛
門（7）
、
江
戸
↓
京
↓
江

戸
と
移
動
し
た
富
士
田
新
蔵
、
江
戸
↓
京
↓
大
坂
↓
京
と
移
動
し
た
錦
屋
太
惣（8）
な
ど
、
江

戸
と
上
方
の
往
来
は
五
名
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
時
期
、
江
戸
と
上
方
を
往
来
し
た
五
名
の
う
ち
、
錦
屋
太
惣
、
鈴
木
万
里
、
望
月

専
右
衛
門
は
江
戸
で
の
活
動
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
な
い
が
、
上
方
に
来
て
急
に
タ
テ
を

と
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
者
ま
で
含
め
る
と
、天
明
期
の
タ
テ
格
の
囃
子
方
は
多
数
に
な

り
、
浅
尾
祝
兵
衛
、
望
月
九
郎
右
衛
門
、
望
月
太
吉
、
錦
屋
太
惣
、
小
倉
勇
次
郎
、
浅
尾

藤
五
郎
、
鈴
木
万
里
、
和
田
左
蔵
、
和
田
新
蔵
、
杉
本
仁
三
郎
、
中
村
嘉
七
、
中
村
由
兵

衛
、
坂
巻
久
五
郎
、
望
月
専
右
衛
門
、
富
士
田
新
蔵
、
太
田
金
蔵
な
ど
十
六
名
に
上
る
。

中
で
も
、
錦
屋
、
望
月
、
富
士
田
な
ど
、
天
明
以
前
の
上
方
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ

た
姓
を
持
つ
者
が
散
見
さ
れ
る
の
だ
が
、こ
う
し
た
天
明
期
上
京
坂
し
た
囃
子
方
に
つ
い

て
は
後
ほ
ど
改
め
て
触
れ
る
。

小
括以

上
見
て
き
た
よ
う
に
、
宝
暦
期
か
ら
天
明
期
に
か
け
て
の
囃
子
方
の
往
来
は
全

四
十
二
名
で
、
江
戸
で
活
躍
し
て
い
た
、
多
く
は
タ
テ
格
の
囃
子
方
が
京
坂
に
多
数
上
っ

て
い
る
こ
と
に
、
寛
延
以
前
の
動
向
と
は
異
な
る
特
徴
が
あ
る
。
中
村
兵
蔵
、
杵
屋
忠
次

郎
、
湖
出
市
十
郎
、
中
村
富
五
郎
、
富
士
田
新
蔵
ら
は
そ
う
し
た
囃
子
方
で
、
上
方
が
江

戸
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
動
向
か
ら
窺
え
る
。
ま
た
、
錦
屋
太
惣
、
鈴
木
万

里
、望
月
専
右
衛
門
な
ど
は
上
方
に
来
て
急
に
タ
テ
を
と
っ
て
い
る
。
上
方
に
お
け
る
江

戸
の
囃
子
方
の
優
位
が
認
め
ら
れ
る
現
象
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、当

期
上
方
か
ら
江
戸
へ
と
下
っ
た
者
は
二
名
（
南
村
市
九
郎
、重
井
新
七
）
と
非
常
に
少
な

い
。
宝
暦
期
か
ら
天
明
期
の
東
西
交
流
の
動
向
は
、
寛
延
以
前
と
は
全
く
逆
で
あ
る
。

ま
た
役
柄
別
に
見
る
と
、
唄
が
十
六
名
と
多
い
が
（
う
ち
東
西
往
来
は
七
名
）、
三
味

線
は
十
一
名
（
う
ち
東
西
往
来
は
二
名
）、
鳴
物
は
十
五
名
お
り
（
う
ち
東
西
往
来
は
三

名
）、
寛
延
以
前
に
比
べ
三
味
線
の
移
動
者
が
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
鳴
物
の
移
動
は
天

明
期
に
集
中
し
て
い
る
。
な
お
、
以
上
の
往
来
囃
子
方
四
十
二
名
の
う
ち
、
従
来
事
典
類

等
に
言
及
の
あ
っ
た
者
は
湖
出
市
十
郎
と
鈴
木
万
里
の
み
に
止
ま
る
。

こ
う
し
た
往
来
（
と
り
わ
け
東
西
往
来
）
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、寛
延
以
前
は

史
料
的
制
約
も
あ
り
十
分
掴
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
が
、宝
暦
以
降
で
は
若
干
そ

の
経
緯
を
考
察
で
き
る
。
次
に
、各
期
の
江
戸
か
ら
上
方
へ
上
っ
た
代
表
的
な
囃
子
方
に

つ
い
て
、
主
に
役
者
と
の
関
係
か
ら
見
て
お
き
た
い
。

二

東
西
往
来
の
囃
子
方
の
事
例

宝
暦
期
中
村
兵
蔵
・
杵
屋
忠
次
郎
の
上
坂
と
角
の
芝
居

と
こ
ろ
で
、
宝
暦
十
一
年
市
村
座
と
森
田
座
の
顔
見
世
番
付
に
は
、
江
戸
で
は
久
し
ぶ

り
に
「
大
坂
」
の
地
名
が
冠
さ
れ
た
囃
子
方
二
人
が
掲
載
さ
れ
た
（
図
1
、
2
）。
市
村

座
に
「
大
坂

三
弦

き
ね
や
忠
治
郎
」（
市
村
亀
蔵
「
京
江
戸
大
坂

所
作
丹
前
ぬ
れ

事
あ
ら
事
や
つ
し
」
が
同
座
）、
森
田
座
に
「
大
坂

長
哥

中
村
兵
蔵
」（「
京
四
條
」

よ
り
市
川
團
蔵
、
大
谷
廣
八
、
中
村
松
江
な
ど
が
同
座
）
で
あ
る
。
両
者
と
も
こ
れ
ま
で

上
方
で
の
活
動
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
が（9）
、こ
の
二
人
の
京
坂
で
の
活
動
は
一
体

ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。

中
村
兵
蔵
は
宝
暦
七
年
十
一
月
江
戸
市
村
座
の
顔
見
世
番
付
に
初
め
て
登
場
し
た（
表

2
参
照
。
杵
屋
忠
次
郎
も
タ
テ
三
味
線
と
し
て
同
座
）。
宝
暦
八
年
度
の
市
村
座
の
長
唄

正
本
に
は
兵
蔵
の
名
前
が
見
え
る
。
一
月
の
「
花
に
酔
姿
の
友
」
や
三
月
の
「
雛
祭
神
路

桃
」、
九
月
の
「
乱
菊
枕
慈
童
」
な
ど
の
正
本
連
名
に
よ
る
と
、
中
村
兵
蔵
は
タ
テ
唄
坂
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田
仙
四
郎
の
山
台
で
ツ
レ
を
勤
め
て
い
た
。
こ
の
時
の
タ
テ
三
味
線
は
杵
屋
忠
次
郎
で

あ
っ
た
。
宝
暦
八
年
十
一
月
市
村
座
顔
見
世
番
付
に
も
そ
の
名
が
見
え
る
が（
タ
テ
三
味

線
杵
屋
忠
次
郎
も
同
座
）、
管
見
に
よ
れ
ば
こ
の
年
度
の
江
戸
で
の
演
奏
記
録
は
な
い
。

し
か
し
そ
の
一
年
後
、宝
暦
九
年
十
一
月
大
坂
角
の
芝
居
顔
見
世
番
付
に
「
小
う
た
江

戸

中
村
兵
蔵
」
と
記
載
さ
れ
た
（
図
3
）。
空
白
の
一
年
間
に
、
中
村
兵
蔵
は
大
坂
に

移
動
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
大
坂
で
は
タ
テ
の
位
置
に
あ
る
。
こ
の
時
同
じ
く
江
戸

よ
り
下
っ
た
の
は
当
時
若
女
形
の
筆
頭
、初
代
中
村
富
十
郎
で
あ
る
。
上
坂
直
前
の
宝
暦

九
年
九
月
江
戸
の
市
村
座
に
て
御
名
残
狂
言
「
芦
屋
道
満
大
内
鑑
」
の
大
切
に
「
道
成

寺
」
を
踊
っ
た
中
村
富
十
郎
は（10）
、
十
二
月
大
坂
角
の
芝
居
「
九
州
釣
鐘
岬
」
に
て
、
さ
っ

そ
く
「
江
戸
み
や
げ
」
と
し
て
道
成
寺
を
出
す
。
役
者
評
判
記
に
は
「
母
親
の
手
に
か
ゝ

り
し
ゝ
て
亡
魂
と
成
．
娘
道
成
寺
の
所
作
事
大
あ
た
り
〳
〵
」
と
評
さ
れ
た
（『
役
者
呉

服
店
』
宝
暦
十
年
三
月（11）
）。
こ
の
年
度
の
大
坂
角
の
芝
居
に
は
、
他
に
も
江
戸
に
縁
の
演

目
が
上
演
さ
れ
た
。
例
え
ば
、宝
暦
十
年
七
月
「
江
戸
浄
瑠
理

大
薩
摩
外
記
太
夫
」
に

よ
る
「
荒
事
江
戸
絵
曽
我
」
と
い
う
荒
事
の
曽
我
物
が
出
さ
れ
て
い
る（12）
。
こ
う
し
た
演
目

が
上
方
に
て
上
演
さ
れ
た
背
景
に
は
、あ
る
い
は
江
戸
か
ら
中
村
兵
蔵
と
い
う
囃
子
方
が

上
坂
し
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、上
方
に
お
け
る

兵
蔵
に
関
す
る
直
接
的
な
評
な
ど
は
見
当
た
ら
ず
、
推
測
の
域
を
出
な
い
。

中
村
兵
蔵
は
、
宝
暦
十
年
十
一
月
の
大
坂
角
の
芝
居
の
顔
見
世
番
付
に
も
、
中
村
富
十

郎
と
共
に
記
載
さ
れ
た
。
そ
し
て
宝
暦
十
一
年
八
月
、再
び
江
戸
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
所

作
事
が
演
じ
ら
れ
た
。
初
代
市
村
亀
蔵
（
後
の
九
代
目
市
村
羽
左
衛
門
）
に
よ
る
大
切
所

作
事
「
花
橘
吾
妻
土
産
」
で
あ
る
。
亀
蔵
は
宝
暦
十
年
十
一
月
江
戸
市
村
座
で
「
剱
烏
帽

子
照
葉
盞
」
の
橘
屋
彦
宗
を
演
じ
た
が
、
そ
の
後
大
坂
に
上
っ
た（13）
。
亀
蔵
上
坂
の
仲
介

は
、す
で
に
大
坂
入
り
し
て
い
た
中
村
富
十
郎
が
行
っ
た
こ
と
が
評
判
記
の
記
述
に
あ
る

（『
役
者
年
越
草
』）。
亀
蔵
は
八
月
大
坂
角
の
芝
居
興
行
の
後
、九
月
に
は
京
四
條
通
北
側

大
芝
居
に
も
出
勤
し
（『
役
者
年
越
草
』）、
そ
の
後
江
戸
に
戻
っ
た
。
こ
の
亀
蔵
上
坂
の

折
、
囃
子
方
は
同
行
し
な
か
っ
た
の
か
と
考
え
る
と
、
長
ら
く
江
戸
市
村
座
を
歴
勤
し
、

宝
暦
五
年
頃
よ
り
タ
テ
三
味
線
を
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
杵
屋
忠
次
郎
が
浮
か
ぶ
。

江
戸
で
は
宝
暦
八
年
七
月
「
乱
菊
枕
慈
童
」、
宝
暦
九
年
正
月
「
根
元
草
摺
引
」、
同
年
正

月
「
無
間
鐘
」、「
華
子
」、
宝
暦
十
年
三
月
「
夜
半
の
乱
髪
」
な
ど
、
す
で
に
亀
蔵
と
数

多
く
共
演
を
重
ね
て
お
り
、亀
蔵
が
上
坂
す
る
前
に
江
戸
で
演
じ
た
宝
暦
十
年
十
一
月
の

「
剱
烏
帽
子
照
葉
盞
」
で
も
タ
テ
三
味
線
は
忠
次
郎
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
宝
暦
十
一
年

三
月
市
村
座
「
相
の
や
ま
」
の
「
鼓
弓
」
で
出
演
以
降
、市
村
座
の
正
本
に
は
杵
屋
忠
次

郎
の
名
は
な
く
、ワ
キ
を
勤
め
て
い
た
杵
屋
弥
三
郎
が
タ
テ
三
味
線
を
勤
め
て
い
る（14）
。
こ

う
し
た
動
向
を
考
え
る
と
、
亀
蔵
が
宝
暦
十
一
年
八
月
に
上
坂
し
た
際
、
忠
次
郎
が
同
行

し
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
と
す
る
と
、こ
の
年
の
夏
以
降
の
大
坂
角
の
芝
居

に
は
、
杵
屋
忠
次
郎
と
、
先
に
江
戸
か
ら
下
り
、
か
つ
て
江
戸
で
忠
次
郎
と
同
座
し
た
こ

と
も
あ
る
唄
方
の
中
村
兵
蔵
と
い
う
、江
戸
出
身
の
囃
子
方
二
名
が
出
座
し
て
い
た
こ
と

に
な
る
。

上
方
で
の
市
村
亀
蔵
の
評
か
ら
、宝
暦
十
一
年
八
月
大
坂
角
の
芝
居
の
所
作
事
「
花
橘

吾
妻
土
産
」
の
内
容
を
見
て
お
き
た
い
。
評
判
記
に
よ
れ
ば
、こ
の
所
作
事
は
「
藤
の
花

の
お
や
ま
」「
仙
台
座
頭
」「
丹
前
」「
奴
鎗
踊
」「
お
ぼ
こ
人
形
」
の
五
変
化
の
舞
踊
だ
っ

た
。「
仙
台
座
頭
」
は
、

三
味
せ
ん
を
拍
子
方
に
あ
て
が
ひ
．
思
ひ
入
と
三
味
せ
ん
の
手
遣
を
し
て
の
所
作

大
出
来
〳
〵
い
か
様
所
作
の
間
に
鳴
物
を
持
出
．
夫
レ
を
は
や
す
事
は
誰
々
も
す
れ

ど
．
夫
レ
を
自
分
は
語
ら
ず
ひ
か
ず
．
拍
子
方
に
あ
て
が
ひ
我
は
身
ぶ
り
の
思
ひ
入

三
味
せ
ん
の
手
遣
計
し
て
見
せ
ら
れ
し
は
．
至
つ
て
気
持
の
高
き
仕
様
．
又
格
別

〳
〵
（『
役
者
年
越
草
』）

と
評
さ
れ
て
お
り
、仙
台
浄
瑠
璃
の
場
面
で
亀
蔵
は
三
味
線
を
持
っ
て
身
ぶ
り
に
よ
る
仕

種
は
す
る
が
演
奏
は
せ
ず
、全
て
拍
子
方
（
囃
子
方
）
に
任
せ
た
演
出
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
役
者
と
三
味
線
方
と
の
密
接
な
連
携
が
必
要
な
演
出
だ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ

る
。
亀
蔵
は
九
月
か
ら
は
京
四
條
通
北
側
大
芝
居
へ
と
移
っ
た
が
、こ
こ
で
は
「
花
橘
吾

妻
土
産
」
か
ら
「
お
ぼ
こ
人
形
」「
座
頭
」「
奴
（
朝
比
奈
）
鎗
踊
」
の
三
変
化
が
抜
い
て



前島美保　歌舞伎囃子方の東西交流110

（
五
）

出
さ
れ
た
。
そ
の
座
頭
の
評
に
、
再
び

殊
に
拍
子
方
の
唱
歌
三
味
線
の
手
も
始
終
拍
子
ず
く
め
に
せ
ず
し
て
．
所
作
の
出

立
趣
向
に
合
て
の
ふ
り
格
別
〳
〵
（『
役
者
年
越
草
』）

と
あ
っ
て
、
京
で
も
拍
子
方
（
囃
子
方
）
の
演
奏
に
言
及
が
あ
り
、
し
か
も
高
評
価
を
受

け
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
「
然
れ
共
大
坂
中
一
統
に
は
ね
ま
せ
い
で
き
の
ど
く
」（『
役
者
年

越
草
』）
と
あ
る
よ
う
に
、
大
坂
で
の
興
行
は
不
振
だ
っ
た
。
ま
た
、
上
方
で
の
亀
蔵
の

所
作
事
全
体
の
評
判
も
決
し
て
良
く
な
か
っ
た
。「
土
地
の
風
に
合
ぬ
と
い
ふ
物
．
夫
は

大
坂
初
ぶ
た
い
な
れ
ば
．
気
風
を
呑
込
れ
ぬ
故
と
存
る
」と
の
理
由
が
挙
が
る
な
ど（『
役

者
年
越
草
』）、
こ
の
時
の
評
に
は
、
江
戸
大
坂
京
の
三
都
の
好
み
の
違
い
が
度
々
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
宝
暦
期
の
三
都
の
芝
居
を
と
り
ま
く
風
土
が
窺
わ
れ
る（15）
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
亀
蔵
が
上
方
で
踊
っ
た
所
作
事
に
は
、
囃
子
方
、
と
り
わ
け
三
味

線
方
の
存
在
が
大
き
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
、亀
蔵
初
上
り
に
杵
屋
忠
次
郎
が
同
行
し
た
可

能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、決
定
的
な
史
料
に
欠
け
る
。
た
だ
し
仮
に
そ
う
だ
と

す
る
と
、
本
項
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
宝
暦
十
一
年
十
一
月
江
戸
市
村
座
の
顔
見
世
番

付
に
忠
次
郎
が
「
大
坂
」
と
冠
さ
れ
て
、亀
蔵
と
と
も
に
記
載
さ
れ
た
こ
と
も
首
肯
さ
れ

る
。
ま
た
忠
次
郎
の
よ
う
に
、年
度
の
途
中
か
ら
上
方
に
上
っ
た
例
も
あ
っ
た
こ
と
も
推

測
さ
れ
る
。

宝
暦
九
年
か
ら
十
一
年
に
か
け
て
の
大
坂
角
の
芝
居
は
、
演
目
か
ら
見
て
、
ま
た
役
者

や
囃
子
方
の
面
か
ら
見
て
、多
分
に
江
戸
の
影
響
を
受
け
た
も
の
が
上
演
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

安
永
期
湖
出
市
十
郎
の
初
上
坂
と
角
の
芝
居

次
に
、
湖
出
市
十
郎
の
初
上
坂
に
つ
い
て
改
め
て
見
て
お
き
た
い
（
表
2
）。
市
十
郎

は
、
吉
住
、
岡
田
、
富
士
田
、
湖
出
と
姓
を
変
え
た
と
さ
れ
て
い
る（16）
。
こ
の
言
に
従
う
な

ら
ば
、延
享
三
年
十
一
年
江
戸
森
田
座
顔
見
世
番
付
に
「
小
う
た

吉
住
市
十
郎
」
と
し

て
登
場
し
て
以
来
、
安
永
七
年
ま
で
約
三
十
年
間
、
ほ
ぼ
継
続
的
に
江
戸
の
各
種
史
料
に

そ
の
名
が
散
見
さ
れ
る
。
上
坂
前
の
安
永
六
年
十
一
月
江
戸
中
村
座
の
顔
見
世
番
付
に

「
長
哥
」
の
タ
テ
唄
と
し
て
見
え
、
同
年
十
一
月
「
め
り
や
す
時
雨
月
」
で
タ
テ
唄
を
勤

め
、安
永
七
年
正
月
刊
の
役
者
評
判
記
「
役
者
金
色
」
の
連
名
に
も
「
長
う
た

湖
出
市

十
郎
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
同
年
二
月
「
朧
月
」
の
長
唄
正
本
に
は
「
琴
長
唄

湖
出

金
四
郎
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
演
出
は
、
同
年
三
月
刊
役
者
評
判
記
「
役
者
大
矢

数
」
の
中
で
「
此
度
ハ
琴
せ
あ
が
り
に
て
あ
こ
や
の
仕
内
に
し
湖
出
氏
の
琴
哥
む
ま
い
事

〳
〵
」
と
評
さ
れ
た
（『
役
者
大
矢
数
』
安
永
七
年
三
月
刊
）。
安
永
七
年
度
中
村
座
に
は
、

湖
出
姓
を
名
乗
る
者
は
市
十
郎
し
か
い
な
い
。従
来
湖
出
市
十
郎
は
一
時
的
に
金
四
郎
を

名
乗
っ
た
と
さ
れ
て
お
り（17）
、そ
の
こ
と
を
確
実
に
裏
付
け
る
史
料
は
な
い
も
の
の
矛
盾
す

る
史
料
も
な
く
、
従
来
説
通
り
、「
朧
月
」
の
「
湖
出
金
四
郎
」
は
市
十
郎
と
考
え
る
の

が
自
然
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
安
永
七
年
二
月
ま
で
は
江
戸
に
居
た
こ
と
に
な
る
。

湖
出
市
十
郎
は
そ
の
後
、江
戸
で
の
出
演
が
見
失
わ
れ
る
。
初
め
て
上
坂
が
確
認
で
き

る
の
は
、一
年
後
の
安
永
八
年
三
月
大
坂
角
の
芝
居
で
行
わ
れ
た
中
村
富
十
郎
の
「
大
切

所
作
事

鐘
恨
重
振
袖
」
か
ら
で
あ
る（18）
。
中
村
富
十
郎
の
娘
道
成
寺
は
、大
坂
で
は
宝
暦

九
年
十
二
月
角
の
芝
居
、
明
和
二
年
九
月
角
の
芝
居
の
二
度
行
わ
れ
て
お
り
、「
鐘
恨
重

振
袖
」
は
お
そ
ら
く
三
度
目
の
道
成
寺
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（『
役
者
互
先
』
安
永

八
年
三
月
刊
）。
中
村
富
十
郎
は
上
坂
二
年
前
の
安
永
六
年
三
月
江
戸
中
村
座
で
「
鐘
掛

花
振
袖
」
を
踊
っ
て
い
る
が
、こ
の
時
タ
テ
唄
を
勤
め
て
い
た
の
が
湖
出
市
十
郎
で
あ
っ

た
。「
鐘
掛
花
振
袖
」
の
盛
況
は
宝
暦
三
年
三
月
中
村
座
の
道
成
寺
と
並
び
称
さ
れ
た
と

知
ら
れ
る
の
で（19）
、
安
永
八
年
三
月
に
大
坂
で
、
ま
ず
富
十
郎
が
湖
出
市
十
郎
の
タ
テ
唄
で

道
成
寺
を
取
り
上
げ
た
の
も
納
得
さ
れ
る
。
こ
の
「
鐘
恨
重
振
袖
」
も
「
大
坂
ハ
申
に
お

よ
は
す
摂
州
迄
眼
を
お
ど
ろ
か
さ
れ
て
」（『
役
者
紫
朗
鼠
』
安
永
九
年
初
春
）
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
上
方
で
評
判
で
、
三
月
十
六
日
か
ら
六
月
七
日
ま
で
の
大
当
り
を
得
た（20）
。
こ
の

時
、
お
そ
ら
く
上
方
に
お
い
て
初
め
て
の
絵
表
紙
正
本
が
、
大
坂
の
本
屋
源
兵
衛
よ
り
出

版
さ
れ
て
い
る
（
図
4
）。「
長
歌
」
に
は
湖
出
市
十
郎
含
む
四
名
、三
弦
に
は
小
川
徳
左

衛
門
含
む
三
名
、
鳴
物
四
名
、
計
十
一
名
の
囃
子
方
連
名
が
載
っ
て
い
る
の
だ
が
、
囃
子
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方
連
名
は
中
村
富
十
郎
の
文
字
と
大
き
さ
が
変
わ
ら
な
い
。市
十
郎
以
外
は
京
坂
の
囃
子

方
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
詞
章
を
見
る
と
安
永
六
年
の
「
鐘
掛
花
振
袖
」
と
ほ
ぼ
同
じ

で
、富
十
郎
と
市
十
郎
に
よ
る
江
戸
で
の
道
成
寺
の
再
演
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
図

5
）。湖

出
市
十
郎
は
、安
永
八
年
十
一
月
大
坂
角
の
芝
居
の
顔
見
世
番
付
に
「
小
う
た

湖

出
市
十
郎
」
と
あ
り
、
安
永
九
年
度
も
中
村
富
十
郎
と
と
も
に
角
の
芝
居
に
出
勤
し
た
。

安
永
九
年
七
月
角
の
芝
居
で
「
都
風
流
大
踊
」
が
出
た
が
、そ
の
詞
章
付
き
絵
尽
し
が
出

版
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、安
永
九
年
九
月
に
は
大
切
所
作
事
で
中
村
富
十
郎
の
「
し
ほ
汲
も

の
ぐ
る
ひ
」
の
絵
尽
し
に
「
う
た
三
弦
笛
つ
ゝ
み
た
い
こ
出
ば
や
し

大
あ
た
り
〳
〵
」

と
記
載
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
市
十
郎
が
関
与
し
た
か
ど
う
か
厳
密
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、

し
か
し
、
そ
れ
以
前
の
上
方
の
史
料
の
慣
例
に
は
な
か
っ
た
こ
と
が
次
々
と
生
じ
て
お

り
、な
ん
ら
か
の
影
響
の
跡
を
見
る
気
が
す
る
。
安
永
九
年
十
二
月
角
の
芝
居
「
西
山
金

閣
寺
東
山
銀
閣
寺

帰
命
花
街
文
章
」
第
三
段
目
中
村
富
十
郎
愁
の
段
で
は
、「
ね
な
し

ぐ
さ
」
が
市
十
郎
に
よ
っ
て
唄
わ
れ
た
こ
と
が
正
本
か
ら
わ
か
る
。
場
面
、内
容
よ
り
推

し
て
め
り
や
す
と
思
わ
れ
る
。
湖
出
市
十
郎
の
初
め
て
の
上
坂
以
降
、上
方
の
劇
場
出
版

物
に
少
し
ず
つ
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
（
後
述
）。

湖
出
市
十
郎
は
安
永
九
年
十
二
月
の
「
ね
な
し
ぐ
さ
」
の
後
、上
方
の
史
料
か
ら
見
失

わ
れ
る
。
そ
し
て
、天
明
元
年
十
一
月
に
は
江
戸
中
村
座
「
紅
白
姿
色
競
」
の
長
唄
正
本

に
「
ス
ケ
長
哥
」
と
し
て
登
場
し（21）
、天
明
五
年
十
一
月
江
戸
中
村
座
の
顔
見
世
番
付
ま
で

四
年
の
間
、
江
戸
で
そ
の
名
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

天
明
期
上
京
坂
の
囃
子
方

湖
出
市
十
郎
が
江
戸
中
村
座
に
復
し
て
い
た
天
明
初
年
頃
、上
方
に
は
江
戸
出
身
と
思

わ
れ
る
囃
子
方
が
多
数
顔
見
世
番
付
に
登
場
し
て
い
る（
表
2
、表
3
）。
安
永
八
年
十
一

月
京
四
條
通
南
側
大
芝
居
に
「
江
戸
長
哥
」
と
し
て
登
場
し
、安
永
九
年
十
一
月
同
座
で

「
小
哥
」、
天
明
元
年
十
一
月
京
四
條
通
北
側
西
角
大
芝
居
で
「
小
哥
」、
天
明
三
年
十
一

月
同
座
で
「
歌
」
で
出
勤
し
た
中
村
富
五
郎
、天
明
元
年
十
一
月
京
四
條
通
北
側
西
角
大

芝
居
、
天
明
二
年
十
一
月
大
坂
中
の
芝
居
に
出
座
し
た
望
月
九
郎
右
衛
門
、
天
明
二
年

十
一
月
大
坂
中
の
芝
居
の
望
月
太
吉
、天
明
三
年
十
一
月
京
四
條
通
北
側
西
角
大
芝
居
の

三
弦
錦
屋
太
惣
、
な
ど
で
あ
る
（
な
お
、
天
明
元
年
京
北
西
と
天
明
三
年
京
北
西
に
は
中

村
富
十
郎
が
同
座
）。
安
永
八
年
の
中
村
富
五
郎
は
他
の
連
名
よ
り
大
き
く
別
記
さ
れ
、

天
明
元
年
の
望
月
九
郎
右
衛
門
は
鳴
物
な
が
ら
囃
子
方
連
名
中
最
初
に
載
る
な
ど
、通
常

と
は
異
な
る
目
立
つ
形
で
顔
見
世
番
付
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
上
方
に
お
い
て
江
戸
の
囃
子
方
の
往
来
が
続
く
中
、
天
明
四
年
十
一
月

大
坂
中
の
芝
居
に
「
外
記
ぶ
し
小
哥
」
の
肩
書
で
タ
テ
唄
で
登
場
し
た
の
が
鈴
木
万
里

だ
っ
た
（
図
6
、
四
代
目
岩
井
半
四
郎
、
四
代
目
松
本
幸
四
郎
も
同
座
）。
他
の
囃
子
方

と
は
別
記
さ
れ
目
立
つ
の
だ
が
、
先
述
の
通
り
、
鈴
木
万
里
の
江
戸
で
の
芝
居
出
勤
は
ほ

と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
年
の
大
坂
中
の
芝
居
に
は
、天
明
五
年
正
月
二
十
五
日

よ
り
岩
井
半
四
郎
の
「
七
変
化
七
艸
拍
子
」、
四
月
一
日
よ
り
松
本
幸
四
郎
、
岩
井
半
四

郎
の
「
恋
闇
卯
月
の
楓
葉
」（
太
夫
鈴
木
万
里
）、
五
月
五
日
よ
り
松
本
幸
四
郎
、
岩
井
半

四
郎
の
「
名
大
坂
高
麗
屋
橋
」（
大
切
所
作
事

う
た

嵐
久
七
）
と
上
坂
役
者
に
よ
る

所
作
事
が
目
立
つ
。
こ
の
う
ち
、
万
里
が
出
演
し
た
確
実
な
記
録
は
「
恋
闇
卯
月
の
楓

葉
」
の
み
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
太
夫
」
と
あ
っ
て
、
唄
で
は
な
く
浄
瑠
璃
を
語
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
後
、
中
の
芝
居
は
類
焼
火
事
に
遭
っ
た
が
、
そ
の
関
係
で
あ

ろ
う
か
、鈴
木
万
里
は
天
明
五
年
五
月
二
十
五
日
よ
り
大
坂
若
太
夫
芝
居
の
「
道
行
冥
途

の
忍
里
」
に
も
出
演
が
見
え
る
。
連
名
に
は
「
太
夫
鈴
木
万
里

ワ
キ
富
本
相
太
夫

三

弦
竹
沢
伊
三
郎
」
と
あ
っ
て
、
万
里
は
「
恋
闇
卯
月
の
楓
葉
」
に
続
き
、
こ
こ
で
も
浄
瑠

璃
を
語
っ
て
い
る（22）
。

湖
出
市
十
郎
の
二
度
目
の
上
坂
は
こ
う
し
た
中
で
あ
っ
た
。天
明
六
年
十
一
月
大
坂
筑

後
大
西
芝
居
の
顔
見
世
番
付
に
は「
長
哥

江
戸

湖
出
市
十
郎

つ
ゞ
み
哥

鈴
木
萬

里

三
み
せ
ん

錦
屋
多
惣

同

錦
屋
善
五
郎

同

錦
屋
多
吉

江
戸
ぶ
ん
ご
ぶ

し
太
夫

富
本
登
喜
太
夫
」
な
ど
、
江
戸
に
縁
の
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
者
六
名
が
並
ぶ

（
図
7（23）
）。
こ
の
時
初
代
中
村
仲
蔵
が
上
坂
し
て
お
り
、
天
明
七
年
正
月
に
は
志
賀
山
流

の
「
寿
三
番
叟
」
を
舞
っ
た（24）
。「
三
番
叟
」
の
様
子
は
評
判
記
に
も
詳
し
く
載
っ
た
。
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達
者
に
見
へ
て
、
し
か
も
し
ほ
ら
し
く
そ
の
中
に
乱
拍
子
と
も
見
へ
る
次
第
あ
り

て
段
と
り
あ
り
次
物
着
あ
り
て
…
（
中
略
）
…
三
味
線
と
鼓
に
て
も
み
出
し
に
末
広

狂
言
の
ご
と
く
に
頭
を
動
か
し
拍
子
に
の
つ
て
の
ら
ぬ
風
流
二
三
度
あ
り
て
夫
レ

よ
り
立
上
り
て
折
〳
〵
舌
な
ど
を
出
し
て
至
極
古
風
に
て
や
す
ら
か
に
て
感
心
ふ

か
く
鈴
の
段
ハ
そ
の
ま
ゝ
に
て
…
（
中
略
）
…
舞
終
て
扨
衣
服
を
あ
ら
た
め
正
面
に

平
伏
し
て
静
に
入
ル
所
ハ
翁
の
ご
と
く
…
（
後
略
）（『
役
者
吉
書
始
』
天
明
七
年
二

月
）

古
風
な
三
番
叟
で
客
を
魅
了
し
て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ
る
が
、
併
せ
て
、

も
と
よ
り
湖
出
市
十
郎
鈴
木
万
里
の
二
人
の
小
う
た
に
て
三
味
線
に
も
か
せ
を

か
け
た
る
調
子
い
と
ゞ
幽
玄
な
る
よ
そ
ほ
ひ
誠
に
一
流
あ
り
て
め
で
た
く
も
見
へ

ま
し
た
（
同
書
）

と
あ
っ
て
、
湖
出
市
十
郎
、
鈴
木
万
里
の
二
名
が
繊
細
で
奥
深
さ
を
湛
え
た
演
奏
か
ら

「
一
流
」
と
評
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る（25）
。
湖
出
市
十
郎
と
鈴
木
万
里
は
そ
の

後
長
ら
く
京
坂
に
留
ま
る
が
、同
座
し
た
の
は
お
そ
ら
く
こ
の
天
明
七
年
度
の
大
坂
大
西

芝
居
の
み
で
あ
っ
た
。

湖
出
市
十
郎
は
翌
年
度
、す
な
わ
ち
天
明
七
年
十
一
月
は
大
坂
角
の
芝
居
の
顔
見
世
番

付
に
連
名
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、天
明
八
年
三
月
同
座
で
上
演
さ
れ
た
「
所
作
事

花
形
見
娘
道
成
寺
」（
中
村
富
十
郎
追
善
中
村
野
塩
所
演
）
に
も
出
演
し
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。
と
な
る
と
、上
方
に
お
け
る
市
十
郎
の
道
成
寺
は
安
永
八
年
に
続
き
二
度
目

で
あ
る
。
上
方
で
の
道
成
寺
の
上
演
に
は
江
戸
の
縁
の
囃
子
方
と
の
関
連
が
窺
わ
れ
る
。

天
明
八
年
十
一
月
の
上
方
の
顔
見
世
番
付
は
四
座
分
が
現
存
す
る
（
表
3
）。
そ
の
各

座
に
江
戸
の
囃
子
方
と
思
わ
れ
る
者
が
登
場
す
る
。
京
四
條
通
北
側
西
角
大
芝
居
に
は

「
長
哥
」
富
士
田
新
蔵
、
大
鼓
太
田
金
蔵
、
三
味
線
錦
屋
太
惣
、
小
鼓
望
月
専
右
衛
門
の

四
名
、
大
坂
角
の
芝
居
に
は
「
長
哥
／
鼓
哥
」
の
湖
出
市
十
郎
、
大
坂
中
の
芝
居
に
は

「
つ
ゞ
み
哥
」
の
鈴
木
万
里
、
大
坂
北
新
地
に
は
「
長
う
た

小
出
市
十
郎（26）
」
で
、
江
戸

の
囃
子
方
が
上
方
各
座
の
唄
方
の
タ
テ
を
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
天
明
末
年
に

な
っ
て
、急
速
に
京
坂
の
各
座
に
お
け
る
江
戸
の
囃
子
方
の
存
在
感
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
様
子
が
窺
わ
れ
、
こ
の
状
況
は
寛
政
期
に
入
っ
て
も
続
く
。

以
上
、
東
西
往
来
し
た
囃
子
方
の
事
例
を
個
別
に
検
討
す
る
と
、
江
戸
で
共
演
し
て
い

た
役
者
に
随
伴
す
る
よ
う
な
形
で
江
戸
出
身
の
囃
子
方
が
上
京
坂
し
、上
方
に
て
江
戸
の

所
作
事
を
上
演
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
中
村
富
十
郎
と
中
村
兵
蔵
や
湖
出
市
十

郎
、
市
村
亀
蔵
と
杵
屋
忠
次
郎
、
岩
井
半
四
郎
・
松
本
幸
四
郎
と
鈴
木
万
里
な
ど
で
、
と

く
に
湖
出
市
十
郎
、
鈴
木
万
里
は
、
そ
の
演
奏
が
評
判
記
に
記
載
さ
れ
る
ほ
ど
注
目
さ
れ

て
お
り
、
こ
う
し
た
江
戸
の
囃
子
方
の
活
躍
が
、
上
方
に
お
け
る
長
唄
定
着
と
も
密
接
に

絡
ん
で
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三

囃
子
方
の
東
西
交
流
が
も
た
ら
し
た
も
の

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
宝
暦
以
降
の
囃
子
方
の
東
西
交
流
に
よ
り
、江
戸
歌
舞
伎
の
音
楽

や
習
慣
が
次
第
に
上
方
に
も
根
付
く
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。す
で
に
触
れ
た
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、
改
め
て
こ
こ
で
囃
子
方
の
東
西
交
流
が
も
た
ら
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
上
方
を
中

心
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

長
唄
呼
称
の
初
出
と
定
着

上
方
で
は
、
唄
方
と
し
て
は
長
ら
く
小
歌
と
い
う
肩
書
き
呼
称
が
定
着
し
て
い
た（27）
。
そ

の
た
め
、
囃
子
方
が
東
西
を
往
来
す
る
よ
う
に
な
っ
た
当
初
は
、
上
方
で
は
小
歌
、
江
戸

で
は
長
唄
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
普
通
だ
っ
た（28）
。
し
か
し
宝
暦
以
降
に
な
る
と
、徐
々
に
上

方
に
お
い
て
も
長
唄
と
い
う
呼
称
が
見
う
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。天
明
期
以
前
の
上
方

に
見
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
呼
称
を
抽
出
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
（
傍
線
・
点
線
部
筆
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者
）。宝

暦
五
年
十
一
月
大
坂
（
中
）
大
坂
長
歌

村
井
清
左
衛
門
﹇
顔
見
世
（
許
多
）﹈
江

戸
風

明
和
三
年
十
一
月
大
坂
（
角
）
小
う
た
長
哥

よ
し
だ
庄
七
﹇
顔
見
世
（
許
多
）﹈
江

戸
風

明
和
八
年
十
一
月
大
坂
（
中
）
大
坂
鼓
哥

木
根
屋
新
三
郎

大
坂
長
哥

豊
見
庄

助
﹇
顔
見
世
（
許
多
）﹈
江
戸
風

安
永
八
年
三
月
大
坂
（
角
）「
鐘
恨
重
振
袖
」
長
歌

湖
出
市
十
郎

嵐
音
大

嵐

庄
治
郎

小
川
伊
左
衛
門
﹇
正
本
（
国
音
）﹈

安
永
八
年
十
一
月
京
（
南
）
江
戸
長
哥

中
村
富
五
郎
﹇
顔
見
世
（
演
博
）﹈

安
永
九
年
十
二
月
大
坂
（
角
）「
ね
な
し
ぐ
さ
」
長
哥

湖
出
市
十
郎
﹇
正
本
（
許

多
）﹈

天
明
三
年
十
一
月
京
（
南
）
長
う
た

宮
川
友
八

中
村
清
六

萩
野
善
七
﹇
顔
見

世
（
演
博
）﹈

天
明
四
年
九
月
大
坂
（
角
）「
恋
渡
縁
石
橋
」
長
哥

浅
尾
藤
五
郎
﹇
絵
尽
（
図
説
・

許
多
）﹈

天
明
六
年
十
一
月
大
坂
（
筑
後
大
西
）
長
哥

江
戸

湖
出
市
十
郎

つ
ゞ
み
哥

鈴
木
万
里
﹇
顔
見
世
（
許
多
）﹈

天
明
七
年
正
月
大
坂
（
筑
後
大
西
）
江
戸
長
う
た

湖
出
市
十
郎
﹇
評
判
記
（
役
者

評
判
魁
梅
朔
）﹈

天
明
七
年
九
月
大
坂
（
大
西
）「
梅
紅
葉
浪
花
丹
前
」
長
歌

湖
出
市
十
郎

中
村

嘉
七

岩
橋
利
助

中
村
清
蔵
﹇
正
本
（
許
多
）﹈

天
明
七
年
十
一
月
大
坂
（
角
）
長
う
た
／
つ
ゞ
み
哥

湖
出
市
十
郎
﹇
顔
見
世
（
許

多
）﹈
江
戸
風

天
明
七
年
十
一
月
大
坂
（
中
）
外
記
な
が
哥

鈴
木
万
里
﹇
顔
見
世
（
許
多
）﹈

天
明
八
年
十
月
大
坂
（
北
新
地
）
長
う
た

小
出
市
十
郎
﹇
顔
見
世
（
許
多
）﹈

天
明
八
年
十
一
月
京
（
北
西
）
長
哥

富
士
田
新
蔵
﹇
顔
見
世
（
演
博
）﹈
江
戸
風

天
明
八
年
十
一
月
大
坂
（
角
）
長
哥
／
鼓
哥

湖
出
市
十
郎
﹇
顔
見
世
（
許
多
）﹈

天
明
八
年
十
一
月
大
坂
（
中
）
つ
ゞ
み
哥

鈴
木
万
里
﹇
顔
見
世
（
許
多
）﹈

管
見
の
限
り
で
は
上
方
歌
舞
伎
に
お
け
る
長
唄
呼
称
の
初
出
は
、宝
暦
五
年
十
一
月
大

坂
中
の
芝
居
の
顔
見
世
番
付
の
「
大
坂

長
歌
」
村
井
清
左
衛
門
で
あ
る
（
表
2
）。
村

井
清
左
衛
門
は
享
保
十
二
年
よ
り
京
で
「
小
歌
」
と
し
て
顔
見
世
番
付
に
記
載
が
あ
り
、

享
保
十
八
年
七
月
十
五
日
京
四
條
通
南
側
西
角
大
芝
居
で
は
「
都
風
流
大
踊
」
の
音
頭
も

つ
と
め
る
な
ど
、早
く
か
ら
タ
テ
唄
と
し
て
活
躍
が
認
め
ら
れ
た
囃
子
方
で
あ
っ
た
。
宝

暦
十
二
年
十
一
月
大
坂
中
の
芝
居
の
顔
見
世
番
付
を
最
後
に
そ
の
足
跡
が
途
絶
え
る
が
、

こ
の
時
の
肩
書
き
は
「
小
う
た
」
と
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
村
井
清
左
衛
門
が
宝
暦
五
年
に

一
度
だ
け
「
長
歌
」
を
名
乗
っ
た
の
か
、そ
の
理
由
は
判
然
と
し
な
い（29）
。
こ
の
宝
暦
五
年

の
顔
見
世
番
付
は
、初
め
て
大
坂
で
江
戸
風
の
絵
組
を
載
せ
た
体
裁
を
と
っ
て
い
る
の
だ

が
、
そ
の
後
も
江
戸
風
の
顔
見
世
番
付
に
お
い
て
長
唄
呼
称
が
見
え
る
。
例
え
ば
、
明
和

三
年
十
一
月
大
坂
角
の
芝
居
で
「
小
う
た
長
哥

よ
し
だ
庄
七
」、
明
和
八
年
大
坂
中
の

芝
居
で
「
大
坂
長
哥

豊
見
庄
助
」
な
ど
の
事
例
が
認
め
ら
れ
る
（
表
2
）。
こ
の
二
者

も
先
の
村
井
清
左
衛
門
と
同
様
、
一
度
長
唄
呼
称
が
見
え
て
も
、
そ
の
後
小
歌
等
に
復
し

て
お
り
、
長
唄
呼
称
が
定
着
し
て
い
な
い
様
子
が
窺
え
る
。
吉
田
庄
七
、
豊
見
庄
助
は
い

ず
れ
も
江
戸
に
下
っ
た
形
跡
は
な
く
、演
目
上
も
長
唄
を
演
奏
し
た
記
録
は
今
の
と
こ
ろ

見
当
た
ら
な
い
。
上
方
で
の
長
唄
呼
称
の
最
初
期
の
用
例
は
、
何
故
用
い
ら
れ
た
の
か

積
極
的
な
理
由
が
認
め
ら
れ
ず
、そ
の
実
態
も
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
は
不
詳
と

せ
ざ
る
を
得
な
い
。

長
唄
呼
称
の
定
着
は
湖
出
市
十
郎
の
上
坂
と
関
係
が
深
い
。
先
述
の
通
り
、湖
出
市
十

郎
は
初
上
坂
の
折
に
、安
永
八
年
三
月
大
坂
角
の
芝
居
で
「
鐘
恨
重
振
袖
」
を
上
演
し
好

評
を
博
し
た
が
、こ
の
時
の
長
唄
正
本
に
「
長
歌

湖
出
市
十
郎

嵐
音
大

嵐
庄
治
郎

小
川
伊
左
衛
門
」
と
記
載
さ
れ
た
（
図
4
）。
上
方
で
肩
書
き
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

作
品
と
結
び
つ
い
た
と
こ
ろ
で
長
唄
と
称
さ
れ
た
初
出
と
し
て
、「
鐘
恨
重
振
袖
」
の
正
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本
は
意
味
が
あ
る
。
ま
た
、安
永
九
年
十
二
月
大
坂
角
の
芝
居
で
上
演
さ
れ
た
「
ね
な
し

ぐ
さ
」
の
正
本
で
も
「
長
哥

湖
出
市
十
郎
」
と
記
載
さ
れ
た
。
し
か
し
、
安
永
八
年

十
一
月
大
坂
角
の
芝
居
の
顔
見
世
番
付
に
は
「
小
う
た

湖
出
市
十
郎
」
と
見
え
て
お

り
、
湖
出
市
十
郎
初
上
坂
の
時
は
、
史
料
に
よ
り
肩
書
き
が
異
な
る（30）
。

再
上
坂
し
た
天
明
六
年
十
一
月
大
坂
筑
後
大
西
芝
居
の
顔
見
世
番
付
に
は「
長
哥

江

戸

湖
出
市
十
郎
」
と
記
載
さ
れ
（
図
7
）、
以
後
各
史
料
で
市
十
郎
は
長
唄
と
称
さ
れ

た
。
市
十
郎
再
上
坂
以
降
、
鈴
木
万
里
、
富
士
田
新
蔵
な
ど
江
戸
の
囃
子
方
が
相
次
い
で

長
唄
呼
称
を
用
い
る
よ
う
に
な
り
、次
第
に
定
着
し
て
い
っ
た
様
子
が
窺
わ
れ
る（31）
。
市
十

郎
の
再
上
坂
以
降
、
長
唄
呼
称
は
定
着
し
た
と
見
て
よ
い（32）
。

な
お
、
上
方
に
お
け
る
鼓
唄
の
肩
書
き
呼
称
は
、
明
和
八
年
十
一
月
大
坂
中
の
芝
居
の

「
大
坂
鼓
哥

木
根
屋
新
三
郎
」
が
早
い
が
、
一
時
的
で
、
そ
の
後
は
用
い
ら
れ
て
い
な

い
。
継
続
的
に
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
こ
れ
も
湖
出
市
十
郎
再
上
坂
以
降
、
す

な
わ
ち
天
明
六
年
十
一
月
大
坂
筑
後
大
西
芝
居
の
顔
見
世
番
付
に
お
い
て「
つ
ゞ
み
哥

鈴
木
万
里
」
と
記
載
さ
れ
た
後
で
（
図
7
）、
主
に
湖
出
市
十
郎
や
鈴
木
万
里
の
肩
書
き

に
用
い
ら
れ
る
こ
と
で
、タ
テ
唄
の
肩
書
き
呼
称
と
し
て
定
着
し
て
ゆ
く
。
寛
政
六
年
の

『
虚
実
柳
巷
方
言
』
に
は
、「
○
つ
ゞ
み
う
た

萬
里

○
長
う
た

市
十
郎
」
と
あ
る
が

（
香
具
屋
先
生
『
虚
実
柳
巷
方
言
』
上（33）
）、
確
か
に
こ
の
二
つ
の
呼
称
は
、
江
戸
か
ら
上
坂

し
た
二
名
の
囃
子
方
に
依
る
所
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

詞
章
付
き
史
料
の
登
場
―
長
唄
正
本
と
絵
尽
し
―

次
に
、詞
章
付
き
史
料
の
側
面
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。
享
保
期
坂
田
兵
四
郎
が
東
下

り
し
た
頃
、
江
戸
で
は
長
唄
正
本
が
版
行
さ
れ
て
い
た
が
、
一
方
の
上
方
に
お
い
て
は
、

浄
瑠
璃
以
外
の
薄
物
正
本
の
類
は
基
本
的
に
出
版
さ
れ
て
お
ら
ず
、歌
舞
伎
で
用
い
ら
れ

た
歌
謡
に
つ
い
て
は
、絵
入
狂
言
本
の
上
本
や
地
歌
の
歌
本
（
寄
本
）
な
ど
で
詞
章
を
一

部
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
っ
た
。

し
か
し
湖
出
市
十
郎
の
初
上
坂
に
よ
り
詞
章
付
き
史
料
が
出
版
さ
れ
始
め
、上
方
の
劇

場
出
版
物
に
少
し
ず
つ
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。以
下
に
寛
政
期
ま
で
の
該

当
史
料
を
掲
げ
る
。

安
永
八
年
三
月
大
坂
（
角
）「
鐘
恨
重
振
袖
」
湖
出
市
十
郎
﹇
正
本
（
国
音
）、
図
4
﹈

安
永
九
年
七
月
十
七
日
大
坂
（
角
）「
都
風
流
大
踊
」﹇
絵
尽
し
（
図
説
）﹈

安
永
九
年
十
二
月
九
日
大
坂
（
角
）「
ね
な
し
ぐ
さ
」
湖
出
市
十
郎
﹇
正
本
（
許
多
）﹈

天
明
四
年
九
月
二
十
四
日
大
坂
（
角
）「
恋
渡
縁
石
橋
」
浅
尾
藤
五
郎
﹇
絵
尽
し
（
図

説
）﹈

天
明
五
年
四
月
一
日
大
坂
（
中
）「
恋
闇
卯
月
の
楓
葉
」
鈴
木
万
里
﹇
絵
尽
し
（
京

資
・
国
音
）﹈

天
明
七
年
九
月
十
五
日
大
坂
（
大
西
）「
後
日

梅
紅
葉
浪
花
丹
前
」
湖
出
市
十
郎

﹇
正
本
（
許
多
）﹈

寛
政
七
年
三
月
十
一
日
大
坂
（
角
）「
景
事

山
廻
旭
の
粧
」
中
村
富
五
郎
﹇
正
本

（
許
多
・
演
博
）﹈

寛
政
九
年
三
月
十
日
大
坂
（
角
）「
七
宝
浜
真
砂
」
富
士
田
音
蔵
﹇
正
本
（
許
多
・

演
博
）﹈

寛
政
十
一
年
正
月
十
三
日
大
坂
（
角
）「
け
い
ご
と

歌
仙
六
玉
川
」
萩
江
庄
蔵
﹇
正

本
（
演
博
）﹈

当
期
の
詞
章
付
き
史
料
に
は
長
唄
正
本
と
絵
尽
し
が
確
認
さ
れ
る
。上
方
の
長
唄
正
本

版
行
の
嚆
矢
は
、
繰
り
返
す
が
、
安
永
八
年
三
月
大
坂
角
の
芝
居
で
行
わ
れ
た
「
鐘
恨
重

振
袖
」
で
、
初
上
坂
の
湖
出
市
十
郎
が
タ
テ
を
勤
め
て
い
る（34）
。
そ
の
後
「
ね
な
し
ぐ
さ
」

「
景
事

山
廻
旭
の
粧
」「
七
宝
浜
真
砂
」「
け
い
ご
と

歌
仙
六
玉
川
」
な
ど
の
正
本
が
、

天
明
か
ら
寛
政
期
に
か
け
て
上
方
で
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
、
絵
尽
し
に
は
、
従
来
詞
章
が

掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
安
永
九
年
七
月
十
七
日
大
坂
角
の
芝
居
の

「
都
風
流
大
踊
」
以
降
、「
恋
渡
縁
石
橋
」
や
「
恋
闇
卯
月
の
楓
葉
」
の
絵
尽
し
に
も
歌
詞

や
囃
子
方
連
名
が
記
さ
れ
る
慣
習
が
生
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、歌
舞
伎
で
用
い
ら
れ
た
歌

詞
や
演
奏
し
た
囃
子
方
を
確
認
し
た
い
と
い
う
観
客
の
要
求
に
応
え
た
結
果
で
あ
ろ
う



105

（
十
）

か
。
以
上
の
詞
章
付
き
史
料
に
見
ら
れ
る
囃
子
方
の
連
名
を
確
認
す
る
と
、
湖
出
市
十

郎
、
鈴
木
万
里
、
中
村
富
五
郎
、
富
士
田
音
蔵
、
萩
江
庄
蔵
な
ど
、
江
戸
に
縁
の
者
が
タ

テ
唄
を
勤
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。化
政
期
以
降
の
変
化
舞
踊
の
東
西
上
演
か
ら
上
方

に
お
け
る
長
唄
正
本
の
版
行
は
促
進
さ
れ
て
ゆ
く
が
、
安
永
以
降
の
東
西
往
来
の
囃
子

方
に
よ
っ
て
、
そ
れ
に
先
駆
け
た
準
備
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き

よ
う（35）
。

ま
た
、
こ
の
時
期
出
版
さ
れ
た
は
や
り
歌
を
収
載
す
る
歌
本
に
も
、
芝
居
由
来
と
考
え

ら
れ
る
曲
が
多
数
収
め
ら
れ
て
い
る
。
天
明
元
年
求
版
『
弦
曲
粋
弁
当
』
初
編
に
は（36）
、「
顔

見
世
三
社
」、「
娘
ど
う
じ
や
う
じ
」
な
ど
が
、
天
明
三
年
『
弦
曲
粋
弁
当
』
二
編
に
は

「
惣
嫁
の
髪
す
き（37）
」、「
ふ
で
の
さ
や
」（
小マ

マ玉
市
十
郎（38）
）
な
ど
が
、
寛
政
六
年
『
弦
曲
粋
弁

当
』
三
編
に
は
「
ひ
め
三
社
」、「
官
上
り
座
頭
」、「
ほ
う
か
」（
嵐
三
五
郎
）、「
わ
る
口

三
社
」、「
六
哥
仙
僧
正
遍
昭
」、「
恋
づ
く
し
」（
文
屋
康
秀
）、「
ち
よ
ん
が
れ
喜
撰
法

師
」、「
同
な
り
平
」、
文
化
四
年
『
弦
曲
粋
弁
当
』
四
編
に
は
「
か
さ
ね
」（
小
六
七
ば

け
）
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
役
者
や
囃
子
方
な
ど
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
曲
は
劇
場
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。上
方
劇
界
の

音
曲
に
対
す
る
周
囲
の
注
目
度
が
看
取
さ
れ
る
が
、そ
う
し
た
盛
況
を
下
支
え
し
て
い
た

の
は
江
戸
か
ら
や
っ
て
き
た
湖
出
市
十
郎
な
ど
を
中
心
と
す
る
囃
子
方
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、詞
章
は
記
載
さ
れ
な
い
が
役
割
番
付
と
囃
子
方
と
の
関
係
に
つ
い
て
一
言
触

れ
て
お
き
た
い
。
正
本
や
絵
尽
し
に
は
詞
章
と
と
も
に
囃
子
方
連
名
も
掲
載
さ
れ
た
が
、

一
方
、役
割
番
付
に
は
長
ら
く
囃
子
方
の
連
名
は
な
か
っ
た
。
役
割
番
付
に
囃
子
方
が
記

載
さ
れ
た
の
は
、
武
内
恵
美
子
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
天
明
五
年
五
月
二
十
五
日
大

坂
若
太
夫
芝
居
で
の
「
道
行
冥
途
の
忍
里
」
の
鈴
木
万
里
が
早
い（39）
。
役
割
番
付
へ
の
囃
子

方
の
記
載
が
習
慣
化
し
て
ゆ
く
の
は
寛
政
度
以
降
で
、絵
尽
し
や
正
本
な
ど
よ
り
や
や
遅

れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
興
行
関
係
史
料
を
中
心
に
、
宝
暦
期
か
ら
天
明
期
に
か
け
て
の
往
来
囃
子
方
を

考
察
し
て
き
た
。
囃
子
方
を
中
心
に
見
る
と
、役
者
と
と
も
に
上
京
坂
し
た
江
戸
の
囃
子

方
が
江
戸
所
演
の
所
作
事
を
上
演
し
評
判
に
な
る
こ
と
で
、
長
唄
呼
称
の
定
着
、
詞
章
付

き
史
料
・
長
唄
正
本
の
版
行
等
、
江
戸
化
の
方
向
性
が
加
速
し
、
と
り
わ
け
天
明
期
以

降
、
江
戸
の
影
響
が
決
定
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
様
子
が
具
体
的
に
明
ら
か
と
な
っ

た
。
一
時
的
な
滞
在
者
ば
か
り
で
な
く
、複
数
の
囃
子
方
が
長
期
間
に
亘
っ
て
上
方
に
留

ま
っ
た
こ
と
も
大
き
い
。
湖
出
市
十
郎
は
天
明
六
年
か
ら
寛
政
七
年
ま
で
お
よ
そ
十
年

間
、
鈴
木
万
里
は
天
明
四
年
か
ら
文
化
十
二
年
ま
で
約
三
十
年
間
、
中
村
富
五
郎
は
安
永

八
年
以
降
、
途
中
見
失
わ
れ
る
期
間
が
あ
る
も
の
の
、
享
和
年
間
ま
で
断
続
的
に
史
料
に

登
場
す
る
。
こ
う
し
た
長
期
滞
在
の
囃
子
方
と
一
時
的
に
往
来
す
る
者
に
よ
っ
て
、江
戸

の
慣
習
や
音
曲
が
次
第
に
上
方
に
定
着
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

江
戸
時
代
の
芸
能
の
中
に
は
上
方
と
江
戸
に
拠
点
を
持
ち
、こ
の
間
を
人
々
が
往
来
し

て
密
接
に
影
響
を
与
え
合
う
も
の
が
あ
る
が
、
歌
舞
伎
は
そ
の
最
た
る
も
の
と
言
え
よ

う
。
そ
し
て
寛
延
以
前
は
上
方
が
、宝
暦
以
降
は
江
戸
が
影
響
を
与
え
る
と
い
う
十
八
世

紀
歌
舞
伎
囃
子
方
の
東
西
往
来
に
み
る
影
響
関
係
は
、「
文
化
東
漸
」
と
い
う
時
代
の
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
具
体
的
に
見
定
め
る
こ
と
の
で
き
る
、か
な
り
興
味
深
い
事
例
と
も
考
え

ら
れ
る
。

む
ろ
ん
本
稿
で
十
分
考
察
で
き
な
か
っ
た
事
柄
も
多
い
。往
来
囃
子
方
の
動
向
を
中
心

に
据
え
た
た
め
に
、囃
子
方
の
東
西
交
流
が
も
た
ら
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
十
分
な
考
察

が
行
き
届
か
な
か
っ
た（40）
。
ま
た
「
文
化
東
漸
」
に
つ
い
て
も
、何
故
こ
の
時
期
に
も
た
ら

さ
れ
た
の
か
、
狂
言
作
者
や
役
者
の
そ
れ
と
比
較
し
た
場
合
は
ど
う
か
、
さ
ら
に
は
芸
能

文
化
を
取
り
巻
く
時
代
の
思
潮
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、と
言
っ
た
様
々
な
疑

問
は
依
然
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
前
半
に
か
け
て
社
会
は
変
動
期
を
迎
え
、近
現
代
と
深
く

関
わ
る
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
て
ゆ
く（41）
。
歌
舞
伎
音
楽
に
関
し
て
も
、天
明
寛
政
期
以
降
が

そ
の
後
の
時
代
の
直
接
遡
り
得
る
上
限
と
す
る
見
方
が
あ
る（42）
。本
稿
で
取
り
扱
っ
た
時
代

以
降
は
、
伝
承
と
も
密
接
に
関
わ
り
合
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
視



前島美保　歌舞伎囃子方の東西交流104

（
十
一
）

点
も
含
め
て
、
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
今
後
も
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
、平
成
二
十
三
年
度
東
京
芸
術
大
学
大
学
院
音
楽
研
究
科
に
提
出
し
た
博
士
論

文
「
十
八
世
紀
上
方
歌
舞
伎
音
楽
の
研
究
―
囃
子
方
を
中
心
に
―
」
の
第
一
部
第
二
章
の

一
部
を
、
発
展
的
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

貴
重
な
史
料
の
閲
覧
な
ら
び
に
掲
載
の
許
可
を
賜
っ
た
各
所
蔵
機
関
に
、深
甚
の
謝
意

を
捧
げ
ま
す
。

注1

本
稿
で
論
ず
る
「
囃
子
方
」
は
、
唄
・
三
味
線
・
鳴
物
の
演
奏
者
を
指
す
。

2

拙
稿
「
寛
延
以
前
歌
舞
伎
囃
子
方
の
東
西
交
流
」（『
音
楽
文
化
学
論
集
』
第
一
号
、
二
〇
一
一
年
、

一
―
一
八
頁
）。

3

船
越
政
一
郎
編
『
浪
速
叢
書
』
第
五
、
大
阪
、
浪
速
叢
書
刊
行
会
、
一
九
二
八
年
、
三
二
四
―
三
二
五

頁
。

4

古
井
戸
秀
夫
『
歌
舞
伎

問
い
か
け
の
文
学
』、東
京
、ぺ
り
か
ん
社
、一
九
九
八
年
、七
八
―
一
二
〇

頁
、
一
四
六
―
一
四
八
頁
。

5
「
タ
テ
格
」
と
は
、
こ
こ
で
は
顔
見
世
番
付
連
名
中
、
同
一
役
柄
の
最
初
（
タ
テ
）
と
最
後
（
ト
メ
あ

る
い
は
巻
軸
）
の
位
置
に
記
載
さ
れ
た
者
を
指
す
。

6

重
井
新
七
は
明
和
七
年
江
戸
森
田
座
の
顔
見
世
番
付
に
「
京
長
う
た
」
と
肩
書
き
が
記
載
さ
れ
て
以

来
、
天
明
八
年
江
戸
森
田
座
ま
で
十
八
年
間
江
戸
の
番
付
や
正
本
に
頻
出
す
る
（
な
お
そ
の
間
、
姓

は
三
回
変
わ
っ
て
い
る
。
初
出
の
明
和
七
年
で
は
「
市
の
川
し
ん
七
」
だ
っ
た
の
が
、
明
和
九
年
正

月
江
戸
森
田
座
上
演
さ
れ
た
「
み
だ
れ
が
み

梅
物
狂
」
か
ら
安
永
二
年
十
一
月
森
田
座
「
色
見
艸
相
生
丹

前
」
ま
で
は
「
荻
江
新
七
」、安
永
三
年
十
一
月
江
戸
森
田
座
顔
見
世
番
付
か
ら
天
明
八
年
四
月
江
戸

桐
座
「
藤
し
の
だ
吾
妻
紫
」
ま
で
は
「
重
井
新
七
」
を
名
乗
っ
た
）。
江
戸
初
出
に
て
「
京
長
う
た
」

と
冠
さ
れ
た
が
、
市
の
川
新
七
の
名
は
上
方
の
史
料
に
は
な
い
も
の
の
、
唄
方
の
市
川
姓
は
上
方
に

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
例
え
ば
、
市
川
新
六
等
）。

7

江
戸
に
は
安
永
五
年
十
一
月
江
戸
森
田
座
の
長
唄
正
本
「
鐘
恨
姿
の
花
」
に
「
た
い
こ

望
月
仙
右

衛
門
」
と
あ
り
、以
降
安
永
九
年
十
一
月
森
田
座
長
唄
正
本
「
雛
の
雪
午
王
袂
」（
同
（
小
つ
ゞ
み
））

ま
で
望
月
仙
右
衛
門
と
い
う
囃
子
方
が
い
る
。
こ
の
仙
右
衛
門
が
、
上
方
で
天
明
八
年
京
四
條
通
北

側
西
角
大
芝
居
の
顔
見
世
番
付
に
「
小
鼓

望
月
専
右
衛
門
」
と
表
記
さ
れ
た
人
物
と
同
一
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
が
、
裏
付
け
る
史
料
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

8

錦
屋
太
惣
は
、
東
西
往
来
と
代
替
り
が
複
雑
化
し
て
お
り
要
検
討
の
人
物
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、

江
戸
に
お
い
て
安
永
五
年
十
一
月
森
田
座
の
長
唄
正
本
「
鐘
恨
姿
の
花
」
に
三
弦
と
し
て
初
出
の
者

が
、
天
明
四
年
十
一
月
大
坂
角
の
芝
居
に
登
場
し
た
と
考
え
て
い
る
。

9

杵
屋
忠
次
郎
、
中
村
兵
蔵
に
つ
い
て
は
、「
杵
屋
忠
次
郎
」（
秋
葉
芳
美
執
筆
）（『
日
本
人
名
大
事
典
』

第
二
巻
、
東
京
、
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
、
三
一
九
―
三
二
〇
頁
）、
中
村
兵
蔵
（
秋
葉
芳
美
執
筆
）

（
同
書
第
四
巻
、六
二
二
頁
）参
照
。
な
お『
日
本
人
名
大
事
典
』は
、『
新
撰
大
人
名
辞
典
』（
一
九
三
七

年
）
の
改
題
復
刻
版
。

10

伊
原
敏
郎
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
三
巻
、
東
京
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
、
三
七
七
頁
。

11

役
者
評
判
記
研
究
会
編
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
第
二
期
第
七
巻
、
東
京
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九

年
、
一
一
七
頁
。

12

こ
の
時
の
「
大
薩
摩
外
記
太
夫
」
と
は
誰
か
判
然
と
し
な
い
。
宝
暦
十
年
前
後
の
上
方
の
番
付
類
に

も
大
薩
摩
節
の
太
夫
の
名
は
見
当
た
ら
な
い
。

13

役
者
評
判
記
に
は
「
亀
蔵
初
上
り
に
狂
言
一
つ
」
と
あ
る
（『
役
者
年
越
草
』（『
歌
舞
伎
評
判
記
集

成
』
第
二
期
第
七
巻
、
三
六
二
頁
））。

14

宝
暦
十
一
年
八
月
江
戸
市
村
座
「
姿
乱
菊
」（
川
上
邦
基
『
江
戸
長
唄
』
第
一
篇
、
東
京
、
珍
書
刊
行

会
、
一
九
一
六
年
、
一
四
九
頁
）、「
露
の
衣
手
」（
正
本
（
日
吉
家
））。

15

役
者
や
狂
言
作
者
の
東
西
往
来
に
よ
る
評
判
の
違
い
に
つ
い
て
は
、松
崎
仁
「
東
西
の
交
流
」（
鳥
越

文
蔵
他
編
『
岩
波
講
座
歌
舞
伎
・
文
楽
』
第
二
巻
（
歌
舞
伎
の
歴
史
Ⅰ
）、
東
京
、
岩
波
書
店
、

一
九
九
七
年
、
二
二
九
〜
二
五
四
頁
）
に
詳
し
い
。

16
「
湖
出
市
十
郎
」（
秋
葉
芳
美
執
筆
）（『
日
本
人
名
大
事
典
』
第
二
巻
、
五
五
九
頁
）。

17

例
え
ば
、秋
葉
芳
美
は
「
安
永
七
年
春
湖
出
金
四
郎
の
名
跡
を
襲
い
だ
が
」
と
述
べ
て
い
る
（『
日
本

人
名
大
事
典
』
第
二
巻
、
五
五
九
頁
）。

18

な
お
、
中
村
富
十
郎
の
上
坂
は
前
年
八
月
に
は
既
に
決
ま
っ
て
い
た
ら
し
く
、
安
永
七
年
八
月
江
戸

市
村
座
「
繰
返
七
容
鏡
」
の
番
付
口
上
に
「
此
度
中
村
富
十
郎
儀
大
阪
小
川
吉
太
郎
座
へ
差
遣
申
候

に
付
…
…
先
年
仕
候
七
変
化
所
作
事
相
勤
…
…
娘
道
成
寺
、
執
着
の
つ
が
ひ
獅
子
の
模
様
右
の
中
へ

取
組
云
々
」
と
あ
り
、
御
名
残
所
作
事
の
七
変
化
を
踊
っ
て
い
る
（
東
京
音
楽
学
校
編
『
近
世
邦
楽

年
表
江
戸
長
唄
附
大
薩
摩
浄
瑠
璃
之
部
』、
東
京
、
六
合
館
、
八
七
頁
）。

19

稀
音
家
義
丸
「
湖
出
市
十
郎
の
代
々
」（
稀
音
家
義
丸
『
長
唄
雑
綴
』、
東
京
、
新
潮
社
、
二
〇
〇
〇

年
、
七
五
―
七
六
頁
）。

20

渡
辺
保
『
娘
道
成
寺
』、
東
京
・
大
阪
、
駸
々
堂
出
版
、
一
九
八
六
年
、
一
二
三
頁
。

21

同
年
十
一
月
の
中
村
座
の
顔
見
世
番
付
に
は
湖
出
市
十
郎
の
名
は
な
い
。

22

鈴
木
万
里
は
こ
の
他
、「
中
儲
乙
子
顔
見
世
」
で
め
り
や
す
と
唄
浄
瑠
璃
も
唄
っ
た
ら
し
い
（「
鈴
木

万
里
」（
秋
葉
芳
美
執
筆
）（『
日
本
人
名
大
事
典
』
第
三
巻
、四
六
六
頁
））。
万
里
の
上
方
で
の
担
当

は
、
長
唄
、
め
り
や
す
、
唄
浄
瑠
璃
ば
か
り
で
な
く
、
江
戸
の
常
磐
津
節
、
富
本
節
を
も
兼
ね
た
と

さ
れ
る
が
（
同
書
）、
文
化
期
ま
で
続
く
彼
の
演
奏
活
動
を
、
出
演
曲
の
内
容
の
側
面
か
ら
改
め
て
追

究
す
る
必
要
が
あ
る
。

23

延
享
三
年
四
年
江
戸
市
村
座
に
お
い
て
も
、
上
方
か
ら
下
っ
た
山
下
十
右
衛
門
と
上
村
（
杵
屋
）
作

十
郎
が
同
座
し
て
い
た
（
注
2
拙
稿
）。
先
の
中
村
兵
蔵
と
杵
屋
忠
次
郎
の
例
と
併
せ
、東
西
往
来
し

た
先
で
の
囃
子
方
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
可
能
性
が
窺
わ
れ
る
。
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24

天
明
七
年
十
月
二
十
六
日
よ
り
京
四
條
通
北
側
東
角
大
芝
居
の
顔
見
世
興
行
に
お
い
て
も
、
仲
蔵
は

「
今
様
風
流
志
賀
山
一
流
」
と
し
て
「
寿
三
番
叟
」
を
舞
っ
て
い
る
。

25

ま
た
『
歌
舞
伎
年
表
』
に
は
二
月
二
十
七
日
よ
り
同
座
で
上
演
さ
れ
た
「
千
本
桜
」
の
評
が
載
る
が
、

「
物
語
り
の
間
、
遠
く
は
や
し
方
を
メ
リ
ヤ
ス
の
仕
様
。
甚
だ
高
尚
に
聞
へ
て
受
よ
く
」
と
も
あ
る

（
伊
原
敏
郎
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
五
巻
、
五
一
頁
）。

26

天
明
八
年
大
坂
北
新
地
の
顔
見
世
番
付
に
出
て
い
る
囃
子
方
の
多
く
は
、
同
年
他
座
の
顔
見
世
番
付

に
も
確
認
さ
れ
る
。

27

拙
稿
「
上
方
歌
舞
伎
囃
子
方
の
諸
相
―
近
世
前
中
期
の
顔
見
世
番
付
に
基
づ
い
て
―
」（『
東
洋
音
楽

研
究
』
第
七
五
号
、
二
〇
一
〇
年
、
五
三
―
六
六
頁
）。

28

延
享
期
の
山
下
十
右
衛
門
（
注
2
拙
稿
）
や
宝
暦
期
中
村
兵
蔵
の
往
来
に
よ
る
肩
書
き
呼
称
（
表
2
）

等
参
照
。

29

宝
暦
五
年
十
一
月
八
日
初
日
の
「
時
代
世
話
黄
金
栄
」（
並
木
正
三
作
）
に
「「
無
間
の
鐘
」
の
オ
カ

シ
ミ
。」
の
演
出
が
あ
っ
た
ら
し
い
（
伊
原
敏
郎
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
三
巻
、二
四
四
頁
）。「
無
間
の

鐘
」
の
趣
向
を
取
り
入
れ
た
歌
舞
伎
は
、当
時
江
戸
で
多
数
上
演
さ
れ
て
い
た
（
黒
木
勘
蔵
「「
無
間

鐘
」
考
説
」（
同
著
『
近
世
演
劇
考
説
』、
東
京
、
六
合
館
、
一
九
二
九
年
、
二
三
二
〜
二
五
五
頁
））。

例
え
ば
、
原
武
太
夫
（
一
六
九
七
―
一
七
七
六
）
も
、「
今
は
明
け
て
も
暮
れ
て
も
無
間
と
獅
子
の
形

の
み
計
り
に
て
」
と
述
べ
て
い
る
（
原
武
太
夫
「
北
里
戯
場
隣
の
疝
気
」
宝
暦
十
三
年
（
市
島
謙
吉

編
『
燕
石
十
種
』
第
三
、
東
京
、
図
書
刊
行
会
、
一
九
〇
八
年
、
九
六
頁
））。
あ
る
い
は
こ
う
し
た

状
況
と
、
村
井
清
左
衛
門
の
肩
書
き
に
「
長
歌
」
と
付
さ
れ
た
こ
と
と
が
関
係
し
て
い
る
か
と
も
考

え
ら
れ
る
の
だ
が
、「
時
代
世
話
黄
金
栄
」
の
演
出
に
関
す
る
史
料
に
乏
し
く
、
現
時
点
で
は
裏
付
け

が
難
し
い
。

30

例
え
ば
中
村
富
五
郎
も
、
安
永
八
年
十
一
月
京
四
條
通
南
側
芝
居
の
顔
見
世
番
付
に
「
江
戸
長
哥
」

と
記
載
さ
れ
た
が
、
安
永
九
年
十
一
月
京
四
條
通
南
側
芝
居
の
顔
見
世
番
付
で
は
「
小
哥
」
に
復
し

て
い
る
。

31

と
同
時
に
、
小
歌
、
長
唄
、
唄
、
鼓
唄
、「
小
う
た
長
哥
」「
外
記
ぶ
し
小
哥
」「
外
記
な
が
哥
」
な

ど
、
宝
暦
期
以
降
の
上
方
の
唄
方
の
肩
書
き
呼
称
は
多
様
化
し
て
ゆ
く
。

32

こ
の
点
は
す
で
に
『
歌
舞
伎
図
説
』
に
言
及
が
あ
っ
た
が
（『
守
随
憲
治
著
作
集
』
別
巻
、
東
京
、
笠

間
書
院
、
一
九
七
七
年
、
七
〇
二
頁
）、
今
回
の
調
査
で
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
上

方
に
お
い
て
は
、
小
歌
の
呼
称
も
依
然
と
し
て
文
化
文
政
期
ま
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
長
唄
と

小
歌
が
併
用
さ
れ
続
け
る
（
拙
稿
「
上
方
と
江
戸
の
歌
舞
伎
に
お
け
る
小
歌
と
長
唄
―
顔
見
世
番
付

に
み
る
地
域
差
―
」（『
二
〇
〇
七
年
度
博
士
課
程
一
年
次
論
集
』、
二
〇
〇
八
年
、
一
―
一
九
頁
））。

33

船
越
政
一
郎
編
『
浪
速
叢
書
』
第
十
四
、
大
阪
、
浪
速
叢
書
刊
行
会
、
一
九
二
七
年
、
一
四
六
頁
。

34

ち
な
み
に
「
鐘
恨
重
振
袖
」
は
、
そ
の
後
「
鐘
に
恨
娘
道
成
寺
」
と
い
う
曲
名
で
（
内
題
「
娘
道
成

寺
所
作
事
」）、
大
坂
の
版
元
佐
々
井
治
郎
右
衛
門
か
ら
字
表
紙
稽
古
本
も
出
版
さ
れ
て
い
る
（
国
立

国
会
図
書
館
蔵
）。

35

な
お
、
上
方
で
出
版
さ
れ
た
長
唄
正
本
の
包
括
的
な
研
究
は
、
近
年
先
鞭
が
つ
け
ら
れ
た
ば
か
り
で

あ
る
（
竹
内
道
敬
「
上
方
正
本
考
」（
同
著
『
続
近
世
邦
楽
考
』、
東
京
、
南
窓
社
、
二
〇
一
二
年
、

七
二
―
二
七
九
頁
。
初
出
は
『
上
方
芸
能
』
掲
載
「
上
方
正
本
研
究
」（
一
）
〜
（
十
四
））、山
崎
泉

「
稽
古
本
出
版
の
地
域
的
拡
が
り
」（
竹
内
有
一
編
『
詞
章
本
の
世
界
―
近
世
の
う
た
本
・
浄
瑠
璃
本

の
出
版
事
情
―
』、
京
都
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
八
年
、

六
三
―
六
七
頁
）
等
参
照
）。

36
『
弦
曲
粋
弁
当
』
各
編
は
、『
日
本
歌
謡
研
究
資
料
集
成
』
第
十
巻
、
東
京
、
勉
誠
社
、
一
九
八
二
年
、

三
―
二
二
五
頁
参
照
。

37
「
惣
嫁
の
髪
す
き
」（
髪
す
き
）
は
そ
の
後
、「
や
な
ぎ
が
み
」
の
曲
名
で
湖
出
市
十
郎
調
と
し
て
歌
本

に
収
載
さ
れ
て
ゆ
く
（
例
え
ば
文
政
元
年
版
『
歌
曲
時
習
考
』
な
ど
（
久
保
田
敏
子
編
『
文
政
元
年

版
『
歌
曲
時
習
考
』
収
載
の
現
行
曲
研
究
―
詞
章
翻
刻
と
現
行
の
異
同
検
証
―
』、
京
都
、
京
都
市
立

芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
九
年
、
一
六
八
頁
））。

38
「
ふ
で
の
さ
や
」
は
そ
の
後
、湖
出
市
十
郎
調
「
か
や
り
火
」
と
し
て
歌
本
に
収
載
さ
れ
て
ゆ
く
（
例

え
ば
文
政
元
年
版
『
歌
曲
時
習
考
』
な
ど
（
久
保
田
敏
子
編
『
文
政
元
年
版
『
歌
曲
時
習
考
』
収
載

の
現
行
曲
研
究
―
詞
章
翻
刻
と
現
行
の
異
同
検
証
―
』、
八
三
頁
））。

39

武
内
恵
美
子
『
歌
舞
伎
囃
子
方
の
楽
師
論
的
研
究
―
近
世
上
方
を
中
心
と
し
て
―
』、
大
阪
、
和
泉
書

院
、
二
〇
〇
六
年
、
三
〇
〇
頁
。

40

例
え
ば
、
上
方
で
版
行
さ
れ
た
長
唄
正
本
や
詞
章
付
き
史
料
の
内
容
の
検
討
は
、
江
戸
の
文
化
を
ど

う
受
容
し
た
か
と
い
う
点
で
興
味
深
い
。
ま
た
、
囃
子
方
の
芸
系
な
ど
も
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

41

藤
田
覚
「
近
代
の
胎
動
」（『
近
代
の
胎
動
』
日
本
の
時
代
史
17
、
東
京
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三

年
、
八
〜
一
七
頁
）、
竹
内
誠
「
花
ひ
ら
く
江
戸
文
化
」（『
大
系
日
本
の
歴
史
』
10
江
戸
と
大
坂
、
東

京
、
小
学
館
、
二
三
二
〜
二
三
三
頁
）
等
。

42
『
歌
舞
伎
図
説
』、
七
〇
二
頁
、「
上
方
の
歌
舞
伎
囃
子
」（
景
山
正
隆
執
筆
）（
東
洋
音
楽
学
会
編
『
歌

舞
伎
音
楽
』、
東
京
、
音
楽
之
友
社
、
一
九
八
〇
年
、
三
九
九
頁
）、
児
玉
竜
一
『
大
惣
旧
蔵
本
を
中

心
と
す
る
歌
舞
伎
台
帳
の
書
誌
的
研
究
』、
東
京
、
日
本
女
子
大
学
、
二
〇
〇
五
年
、
八
〜
一
〇
頁

等
。
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表
1

往
来
囃
子
方
一
覧
（
宝
暦
期
か
ら
天
明
期
）

囃
子
方

出
座
年
・
地
域
・
座
な
ら
び
に
役
柄
（
肩
書
き
）

往
来
状
況

1

坂
田
藤
助
（
唄
）

元
文
三
大
坂
（
大
西
）
こ
う
た
〜
寛
保
二
大
坂
（
角
）
小
う
た
↓
宝
暦
元
京
（
北
東
）
小
哥

大
坂
↓
京

2

村
井
清
左
衛
門
（
唄
）

享
保
十
二
京
（
北
西
）
小
哥
〜
宝
暦
元
京
（
北
東
）
小
哥
↓
宝
暦
五
大
坂
（
中
）
大
坂
長
歌
〜
宝
暦
十
二
大
坂
（
中
）
小
う
た

京
↓
大
坂

3

南
村
市
九
郎
（
鳴
物
）

元
文
四
京
（
北
西
）
小
鼓
…
宝
暦
二
京
（
北
西
）
小
つ
ゝ
み
↓
宝
暦
六
、十
一
月
江
戸
（
中
村
）
摺
鉦
﹇
正
本
「
枕
丹
前
」﹈

京
↓
江
戸

4

林
忠
助
（
鳴
物
）

元
文
五
大
坂
（
角
）
同
〔=

小
つ
ゝ
み
〕
↓
宝
暦
七
京
（
平
野
）
小
つ
ゞ
み

大
坂
↓
京

5

扇
屋
庄
五
郎
（
三
味
線
）

宝
暦
九
大
坂
（
角
）
三
み
せ
ん

京

京
↓
大
坂

6

中
村
兵
蔵
（
唄
）

宝
暦
七
江
戸
（
市
村
）
江
戸
長
哥
〜
宝
暦
八
江
戸
（
市
村
）
江
戸
長
哥
↓
宝
暦
九
大
坂
（
角
）
小
う
た
江
戸
〜
宝
暦
十
大
坂
（
角
）
□
う
た
↓
宝
暦
十
一
江
戸

（
森
田
）
大
坂
長
哥
〜
寛
政
十
、三
月
江
戸
（
中
村
）
唄
﹇
正
本
「
邯
鄲
四
季
の
花
道
」﹈

江
戸
↓
大
坂
↓
江
戸

7

亀
屋
仙
介
（
唄
）

宝
暦
十
京
（
東
石
垣
）
大
坂
小
哥

大
坂
↓
京

8

嵐
弥
吉
（
鳴
物
）

宝
暦
十
京
（
東
石
垣
）
大
坂
小
つ
ヽ
み

大
坂
↓
京

9

か
め
や
権
次
郎
（
鳴
物
）

宝
暦
十
京
（
東
石
垣
）
大
坂
小
つ
ヽ
み

大
坂
↓
京

10

杵
屋
忠
次
郎
（
三
味
線
）

延
享
三
江
戸
（
森
田
）
江
戸
三
み
せ
ん
〜
宝
暦
十
江
戸
（
市
村
）
江
戸
三
弦
↓
宝
暦
十
一
江
戸
（
市
村
）
大
坂
三
弦
〜
宝
暦
十
二
、
秋
江
戸
（
市
村
）
三
味
線

﹇
正
本
「
め
り
や
す
ま
つ
む
し
」﹈

江
戸
↓
大
坂
↓
江
戸

11

杉
本
為
三
郎
（
三
味
線
）

享
保
十
六
京
（
南
東
）
同
〔=

三
味
線
〕
〜
宝
暦
二
京
（
北
西
）
三
味
線
↓
宝
暦
十
一
大
坂
（
角
）
京
三
味
せ
ん
〜
明
和
三
、十
月
大
坂
（
角
）
三
味
線
﹇
絵
尽

「
風
流
娘
道
成
寺
」﹈
↓
明
和
九
京
（
北
東
）
三
味
線
〜
天
明
元
京
（
北
西
）
三
弦

京
↓
大
坂
↓
京

12

金
子
吉
六
（
唄
）

延
享
二
京
（
南
）
小
歌
〜
寛
延
二
京
（
北
西
）
小
う
た
↓
宝
暦
十
一
大
坂
（
角
）
小
哥
京

京
↓
大
坂

13

吉
田
庄
七
郎
（
唄
）

元
文
五
京
（
南
東
）
同
〔=

三
味
線
〕
〜
寛
延
三
京
（
北
西
）
小
哥
↓
宝
暦
十
一
大
坂
（
中
）
同
〔=

さ
み
せ
ん
〕
…

京
↓
大
坂

14

藤
田
利
兵
衛
（
唄
）

延
享
三
京
（
北
西
）
小
哥
↓
宝
暦
十
三
大
坂
（
角
）
同
〔=

三
味
せ
ん
〕

京
↓
大
坂

15

森
三
二
（
森
安
・
森
野
）（
鳴
物
）

宝
暦
二
京
（
北
西
）
小
つ
ゝ
み

森
安
↓
明
和
二
大
坂
（
若
太
夫
）
ふ
ゑ
〜
明
和
八
大
坂
（
中
）
大
坂
ふ
ゑ

三
治
郎
↓
天
明
元
京
（
北
東
）
笛
〜
天
明
三
京

（
北
西
）
笛
↓
天
明
四
、九
月
大
坂
（
角
）
笛
﹇
絵
尽
「
恋
渡
縁
石
橋
」﹈

京
↓
大
坂
↓
京
↓
大
坂

16

重
井
新
七
（
市
の
川
、
荻
江
）（
唄
）

明
和
七
江
戸
（
森
）
京
長
う
た
〜
天
明
八
江
戸
（
森
）
江
戸
同
〔=

長
哥
つ
ゞ
み
哥
〕

京
↓
江
戸

17

吉
田
新
七
（
三
味
線
）

明
和
二
大
坂
（
中
）
三
弦
〜
明
和
六
大
坂
（
角
）
同
〔=

三
味
線
〕
↓
明
和
八
京
（
南
）
同
〔=

三
絃
〕
〜
安
永
元
京
（
南
）
三
絃
↓
安
永
二
大
坂
（
角
）
三
み

せ
ん
…

大
坂
↓
京
↓
大
坂

18

吉
田
庄
右
衛
門
（
三
味
線
）

明
和
七
京
（
北
東
）
大
坂
三
弦
↓
明
和
八
京
（
南
）
小
哥
〜
安
永
元
京
（
南
）
小
哥
↓
安
永
二
大
坂
（
中
）
小
哥

大
坂
↓
京
↓
大
坂

19

湖
出
市
十
郎
（
吉
住
、
岡
田
、
富
士
田
／
金
四
郎
）（
唄
）
延
享
三
江
戸
（
森
）
小
う
た
〜
安
永
七
、二
月
江
戸
（
中
村
）
琴
長
唄

湖
出
金
四
郎
﹇
正
本
「
朧
月
」﹈
↓
安
永
八
、三
月
大
坂
（
角
）
長
歌
﹇
正
本
「
鐘
恨
重

振
袖
」﹈
〜
安
永
九
、十
二
月
大
坂
（
角
）
長
哥
﹇
正
本
「
根
な
し
ぐ
さ
」﹈
↓
天
明
元
、十
一
月
江
戸
（
中
村
）
ス
ケ
長
哥
﹇
正
本
「
紅
白
姿
色
競
」﹈
〜
天
明
五

江
戸
（
中
村
）
長
哥
つ
ゞ
み
哥
↓
天
明
六
大
坂
（
大
西
）
長
哥

江
戸
〜
寛
政
七
大
坂
（
角
）
長
哥
鼓
哥

江
戸
↓
大
坂
↓
江
戸
↓

大
坂

20

佐
野
川
源
四
郎
（
三
味
線
）

寛
延
二
大
坂
（
大
西
）
三
み
せ
ん
〜
安
永
七
大
坂
（
中
）
三
み
せ
ん
↓
安
永
八
京
（
南
）
大
坂
三
味
線

大
坂
↓
京

21

中
村
富
五
郎
（
唄
）

安
永
八
京
（
南
）
江
戸
長
哥
〜
天
明
三
京
（
北
西
）
歌
↓
寛
政
四
大
坂
（
北
新
地
）
長
哥
…

江
戸
↓
京
↓
大
坂

22

中
村
善
幸
（
唄
）

安
永
七
大
坂
（
角
）
小
哥
江
戸

江
戸
↓
大
坂
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23

中
村
由
兵
衛
（
三
味
線
）

安
永
八
大
坂
（
角
）
同
〔=

三
み
せ
ん
〕
〜
安
永
九
大
坂
（
角
）
同
〔=

三
み
せ
ん
〕
↓
天
明
元
京
（
北
西
）
同
〔=

三
弦
〕
〜
天
明
三
京
（
北
西
）
同
〔=

三

弦
〕
↓
天
明
四
大
坂
（
角
）
同
〔=

三
み
せ
ん
〕
〜
天
明
五
大
坂
（
大
西
）
三
み
せ
ん
↓
天
明
六
京
（
北
東
）
さ
み
せ
ん
↓
天
明
八
大
坂
（
角
）
三
み
せ
ん
…

大
坂
↓
京
↓
大
坂
↓
京
↓

大
坂

24

富
山
清
五
郎
（
唄
）

安
永
九
京
（
角
）
同
〔=

小
う
た
〕
↓
天
明
元
大
坂
（
角
）
同
〔=

小
う
た
〕
〜
天
明
四
大
坂
（
角
）
同
〔=

小
つ
ゞ
み
〕

京
↓
大
坂

25

浅
尾
祝
兵
衛
（
信
貴
）（
鳴
物
）

明
和
八
京
（
南
）
た
い
こ
〜
安
永
九
京
（
南
）
太
鼓
↓
天
明
二
大
坂
（
角
）
た
い
こ
…

京
↓
大
坂

26

望
月
九
郎
右
衛
門
（
鳴
物
）

天
明
元
京
（
北
西
）
小
鼓
↓
天
明
二
大
坂
（
中
）
た
い
こ

京
↓
大
坂

27

望
月
太
吉
（
鳴
物
）

安
永
八
、十
一
月
江
戸
（
中
村
）
同
〔=

小
つ
ゝ
み
〕﹇
正
本
「
移
須
磨
濡
衣
」﹈
〜
天
明
元
、
九
月
江
戸
（
中
村
）
小
鼓
﹇
正
本
「
色
見
草
四
の
染
分
」﹈
↓
天
明

二
大
坂
（
中
）
こ
つ
ゝ
み

江
戸
↓
大
坂

28

小
倉
勇
次
郎
（
鳴
物
）

安
永
五
大
坂
（
中
）
小
つ
ゞ
み
〜
天
明
二
大
坂
（
中
）
こ
つ
ゝ
み
↓
天
明
三
京
（
北
西
）
小
鼓

大
坂
↓
京

29

錦
屋
太
惣
（
三
味
線
）

安
永
五
、十
一
月
江
戸
（
森
）
三
弦
﹇
正
本
「
鐘
恨
姿
の
花
」﹈
〜
安
永
九
、十
一
月
江
戸
（
森
）
三
弦
﹇
正
本
「
雛
の
雪
午
王
袂
」﹈
↓
天
明
三
京
（
北
西
）
三
弦

↓
天
明
四
大
坂
（
角
）
三
み
せ
ん
〜
天
明
七
、九
月
大
坂
（
大
西
）
三
弦
﹇
正
本
「
梅
紅
葉
浪
花
丹
前
」﹈
↓
天
明
八
京
（
北
西
）
三
味
線

江
戸
↓
京
↓
大
坂
↓
京

30

浅
尾
藤
五
郎
（
唄
）

天
明
三
京
（
北
西
）
同
〔=

歌
〕
↓
天
明
四
、九
月
大
坂
（
角
）
長
哥
﹇
絵
尽
「
恋
渡
縁
石
橋
」﹈
↓
天
明
四
京
（
北
西
）
同
〔=

小
う
た
〕

京
↓
大
坂
↓
京

31

鈴
木
万
里
（
唄
）

安
永
三
、三
月
江
戸
（
市
）
長
唄

鈴
木
熊
次
郎
↓
天
明
四
大
坂
（
中
）
外
記
ぶ
し
小
哥
…

江
戸
↓
大
坂

32

和
田
左
蔵
（
鳴
物
）

安
永
五
京
（
北
東
）
笛
〜
安
永
七
京
（
南
）
笛
↓
天
明
五
大
坂
（
若
太
夫
）
大
つ
ゞ
み
〜
天
明
七
大
坂
（
角
）
大
つ
ゞ
み

京
↓
大
坂

33

和
田
新
蔵
（
鳴
物
）

明
和
七
京
（
北
東
）
京
笛
〜
天
明
元
京
（
北
西
）
笛
↓
天
明
五
大
坂
（
大
西
）
ふ
へ
…

京
↓
大
坂

34

和
田
真
吾
（
鳴
物
）

安
永
八
京
（
南
）
同
〔=

鼓
〕
↓
天
明
五
大
坂
（
大
西
）
小
つ
ゞ
み

京
↓
大
坂

35

杉
本
仁
三
郎
（
三
味
線
）

安
永
八
京
（
北
東
）
京
同
〔=

三
弦
〕
〜
天
明
四
京
（
北
西
）
同
〔=

さ
み
せ
ん
〕
↓
天
明
六
大
坂
（
大
西
）
三
み
せ
ん
〜
天
明
七
大
坂
（
角
）
三
弦
↓
天
明
八

京
（
北
西
）
三
味
線
↓
寛
政
三
大
坂
（
角
）
三
み
せ
ん

京
↓
大
坂
↓
京
↓
大
坂

36

嵐
常
八
（
三
味
線
）

天
明
三
京
（
北
西
）
同
〔=

三
弦
〕
↓
天
明
六
大
坂
（
中
）
三
み
せ
ん
…

京
↓
大
坂

37

芳
澤
幸
八
（
唄
）

天
明
四
大
坂
（
角
）
小
う
た
〜
天
明
五
大
坂
（
大
西
）
同
〔=

小
う
た
〕
↓
天
明
六
京
（
北
東
）
同
〔=

う
た
〕

大
坂
↓
京

38

中
村
嘉
七
（
三
味
線
）

天
明
六
大
坂
（
中
）
同
〔=
三
み
せ
ん
〕・
天
明
六
大
坂
（
大
西
）
小
う
た
〜
天
明
七
大
坂
（
角
）
小
哥
↓
天
明
八
京
（
北
西
）
小
哥
↓
寛
政
元
大
坂
（
角
）
小

う
た
…

大
坂
↓
京
↓
大
坂

39

坂
巻
久
五
郎
（
鳴
物
）

天
明
六
大
坂
（
大
西
）
小
つ
ゞ
み
↓
天
明
八
京
（
北
西
）
た
い
こ
↓
寛
政
二
大
坂
（
中
）
小
つ
ゞ
み

大
坂
↓
京
↓
大
坂

40

望
月
専
右
衛
門
（
鳴
物
）

安
永
五
、十
一
月
江
戸
（
森
）
た
い
こ
（
仙
右
衛
門
）﹇
正
本
「
鐘
恨
姿
の
花
」﹈
〜
安
永
九
、十
一
月
江
戸
（
森
）
同
〔=

小
つ
ゞ
み
〕（
仙
右
衛
門
）﹇
正
本
「
雛

の
雪
午
王
袂
」﹈
↓
天
明
八
京
（
北
西
）
小
鼓

江
戸
↓
京

41

富
士
田
新
蔵
（
唄
）

天
明
元
、十
一
月
江
戸
（
森
）
長
唄
﹇
正
本
「
室
馨
香
鳥
毛
生
先
」﹈
〜
天
明
七
年
江
戸
（
森
）
長
哥
つ
ゞ
み
哥
↓
天
明
八
京
（
北
西
）
長
哥
↓
寛
政
二
、十
一
月

江
戸
（
中
村
）
長
唄
﹇
正
本
「
釣
狐
菊
寒
咲
」﹈
…

江
戸
↓
京
↓
江
戸

42

太
田
金
蔵
（
大
田
、
近
田
、
原
）（
鳴
物
）

安
永
九
京
（
南
）
同
〔=

小
鼓
〕
〜
天
明
八
京
（
北
西
）
大
鼓
↓
天
明
八
大
坂
（
中
）
大
つ
ゞ
み
↓
寛
政
九
京
（
南
）
大
鼓

京
↓
大
坂
↓
京

〈
凡
例
〉

・
基
本
的
に
顔
見
世
番
付
に
基
づ
き
作
成
。
他
史
料
（
役
割
番
付
、
絵
尽
し
、
正
本
、
役
者
評
判
記
等
）
に
よ
っ
て
補
完
し
た
場
合
は
出
座
年
に
加
え
て
月
日
を
付
す
。
初
移
動
の
時
期
に
よ
り
配
列
。
必
要
に
応
じ
、
寛
政
期
も
範
囲
に
含
め
た
。 

・
所
蔵
機
関
、
調
査
方
法
な
ど
は
拙
稿
「
寛
延
以
前
歌
舞
伎
囃
子
方
の
東
西
交
流
」（
二
〇
一
一
年
）
に
準
ず
る
。
な
お
、
本
稿
で
新
た
に
取
り
上
げ
る
史
料
所
蔵
機
関
等
は
以
下
の
通
り
（（

）
は
本
文
引
用
時
の
略
称
）。

京
都
府
立
総
合
資
料
館(

京
資
）

国
立
音
楽
大
学
附
属
図
書
館
竹
内
道
敬
寄
託
文
庫
（
国
音
）

実
践
女
子
大
学
図
書
館
（
実
践
）

阪
急
学
園
池
田
文
庫
（
池
田
）

日
吉
小
三
八
家
個
人
蔵
（
日
吉
家
）

松
浦
史
料
博
物
館
（
松
浦
）

明
治
大
学
図
書
館
松
和
文
庫
（
松
和
）

川
上
邦
基
『
江
戸
長
唄
』
第
一
篇

・
太
字
は
江
戸
と
の
往
来
が
認
め
ら
れ
る
者
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表
2

往
来
囃
子
方
の
動
向
詳
細

■
宝
暦
期
中
村
兵
蔵
・
杵
屋
忠
次
郎
の
上
坂

宝
暦
七
年
十
一
月
江
戸
（
市
村
）
江
戸
長
哥

中
村
兵
蔵

江
戸
三
味
線

き
ね
や
忠
次
郎
（
タ
テ
）

﹇
顔
見
世
（
国
文
）﹈

宝
暦
八
年
一
月
江
戸
（
市
村
）「
花
に
酔
姿
の
友
」
長
歌

中
村
兵
蔵

三
弦

杵
屋
忠
次
良
（
タ
テ
）

﹇
正
本
（
日
吉
家
）﹈

宝
暦
八
年
三
月
江
戸
（
市
村
）「
雛
祭
神
路
桃
」
中
村
兵
蔵

杵
屋
忠
次
郎
（
タ
テ
）﹇
正
本
（
日
吉
家
）﹈

宝
暦
八
年
九
月
江
戸
（
市
村
）「
乱
菊
枕
慈
童
」
長
哥

中
村
兵
蔵

三
味
線

杵
屋
忠
次
郎
（
タ
テ
）

﹇
正
本
（
日
吉
家
）﹈

宝
暦
八
年
十
一
月
江
戸
（
市
村
）
江
戸
長
哥

中
む
ら
兵
蔵

江
戸
三
味
線

き
ね
や
忠
次
郎
（
タ
テ
）

﹇
顔
見
世
（
演
博
）﹈

宝
暦
九
年
十
一
月
大
坂
（
角
）
小
う
た
江
戸

中
村
兵
蔵
﹇
顔
見
世
（
許
多
）﹈（
若
女
形
江
戸
中
村
富

十
郎
、
小
娘
形
江
戸
中
村
初
五
郎
）

宝
暦
九
年
十
二
月
二
十
二
日
大
坂
（
角
）「
所
作
事

江
戸
み
や
げ

咲
か
ら
に

龍
す
へ
と
ゝ
け

山

桜
」（
道
成
寺
）
中
村
（
富
十
郎
）﹇
役
割
（
許
多
）﹈

宝
暦
十
年
七
月
十
六
日
大
坂
（
角
）「
荒
事
江
戸
絵
曽
我

江
戸
浄
瑠
理

大
薩
摩
外
記
太
夫
」﹇
役
割

（
許
多
）﹈

宝
暦
十
年
九
月
一
日
大
坂
（
角
）「
中
山
新
九
郎
道
成
寺
」﹇
役
割
（
許
多
）﹈（
中
山
新
九
郎
・
中
村
富

十
郎
）

宝
暦
十
年
十
一
月
大
坂
（
角
）
□
う
た
中
村
兵
蔵
﹇
顔
見
世
（
許
多
）﹈（
□
や
く
中
村
富
十
郎
、
娘
形

中
村
初
五
郎
）

宝
暦
十
一
年
三
月
江
戸
（
市
村
）「
相
の
や
ま
」
鼓
弓

杵
屋
忠
次
郎
﹇
正
本
（
日
吉
家
）﹈

宝
暦
十
一
年
八
月
二
十
四
日
大
坂
（
角
）「
大
切
所
作
事

花
橘
吾
妻
土
産
」（
藤
の
花
の
お
や
ま

仙

台
座
頭

丹
前

奴
鎗
踊

お
ぼ
こ
人
形

市
村
亀
蔵
）﹇
役
割
（
許

多
）、
絵
尽
（
演
博
）、
評
判
記
﹈

宝
暦
十
一
年
九
月
二
十
一
日
―
十
月
六
日
京
（
北
）「
大
詰

振
分
妹
背
□
（
か
づ
ち
）」（
お
ぼ
こ
人
形

座
頭

奴
（
朝
比
奈
）
鎗
踊

市
村
亀
蔵
）﹇
評
判
記
﹈
＊
杵
屋
忠

次
郎
カ

宝
暦
十
一
年
十
一
月
江
戸
（
市
村
）
大
坂
三
弦
き
ね
や
忠
治
郎
﹇
顔
見
世
（
演
博
）﹈（
京
江
戸
大
坂

所
作
丹
前
ぬ
れ
事
あ
ら
事
や
つ
し

市
村
亀
蔵
、
大
坂
娘
形

中
村
初

五
郎
）

宝
暦
十
一
年
十
一
月
江
戸
（
森
田
）
大
坂
長
哥
中
村
兵
蔵
﹇
顔
見
世
（
演
博
）﹈（
京
四
條

荒
事
実
事

や
つ
し
ぬ
れ
事
武
道

市
川
團
蔵

京
四
條

敵
役

大
谷
廣
八

京
お
や
ま
若
女
形
娘
形

中
村
松
江
）

■
安
永
期
湖
出
市
十
郎
の
初
上
坂

延
享
三
年
十
一
年
江
戸
（
森
田
）
小
う
た

吉
住
市
十
郎
﹇
顔
見
世
（
日
大
）﹈

安
永
六
年
三
月
江
戸
（
中
村
）「
鐘
掛
花
振
袖
」
長
唄
（
タ
テ
）﹇
正
本
（
日
吉
家
）﹈

安
永
六
年
十
一
月
江
戸
（
中
村
）
江
戸
長
哥

湖
出
市
十
郎
﹇
顔
見
世
（
日
大
）﹈

安
永
六
年
十
一
月
江
戸
（
中
村
）「
め
り
や
す
時
雨
月
」
長
唄
湖
出
市
十
郎
﹇
正
本
（
日
吉
家
）﹈

安
永
七
年
二
月
江
戸
（
中
村
）「
朧
月
」
琴
長
唄
湖
出
金
四
郎
﹇
正
本
（
日
吉
家
）﹈

安
永
八
年
三
月
大
坂
（
角
）「
大
切
所
作
事

鐘
恨
重
振
袖
（
咲
か
ら
は

龍
す
へ
と
ゝ
け

山
桜
」）」

長
歌
湖
出
市
十
郎
﹇
正
本
（
国
音
）、
役
割
（
許
多
）﹈（
中
村
富
十
郎
）

安
永
八
年
十
一
月
大
坂
（
角
）
小
う
た

湖
出
市
十
郎
﹇
顔
見
世
（
許
多
）﹈（
若
女
形
中
村
富
十
郎
）

安
永
九
年
七
月
十
七
日
大
坂
（
角
）「
都
風
流
大
踊
」﹇
絵
尽
（
図
説285

・
演
博
）﹈

安
永
九
年
九
月
九
日
大
坂
（
角
）「
大
切
□
□
□
の
所
作
事

し
ほ
汲
も
の
ぐ
る
ひ
」﹇
絵
尽
（
演
博
）﹈

（
中
村
富
十
郎
）

安
永
九
年
十
二
月
九
日
大
坂
（
角
）「
ね
な
し
ぐ
さ
」
長
哥
湖
出
市
十
郎
﹇
正
本
（
図
説407

）﹈（
中
村

富
十
郎
）

天
明
元
年
二
月
大
坂
（
角
）「
大
切
石
橋
」﹇
絵
尽
（
演
博
）﹈（
中
村
富
十
郎
）

天
明
元
年
十
一
月
江
戸
（
中
村
）「
紅
白
姿
色
競
」
ス
ケ
長
哥

湖
出
市
十
郎
﹇
正
本
（
松
浦
）﹈
…
（
中

略
）

天
明
五
年
十
一
月
江
戸
（
中
村
）
長
哥
／
つ
ゞ
み
哥

湖
出
市
十
郎
﹇
顔
見
世
（
演
博
）﹈

■
天
明
期
上
京
坂
の
囃
子
方

安
永
八
年
十
一
月
京
（
南
）
江
戸
長
哥

中
村
富
五
郎
﹇
顔
見
世
（
演
博
）﹈

安
永
九
年
十
一
月
京
（
南
）
小
哥

中
村
富
五
郎
﹇
顔
見
世
（
演
博
・
国
会
・
日
大
）﹈

天
明
元
年
十
一
月
京
（
北
西
）
小
哥

中
村
富
五
郎

小
鼓

望
月
九
郎
右
衛
門
﹇
顔
見
世
（
演
博
・

日
大
）﹈（
若
女
形

大
坂

中
村
富
十
郎
）

天
明
二
年
十
一
月
大
坂
（
中
）
た
い
こ

望
月
九
郎
右
衛
門

こ
つ
ゝ
み

望
月
太
吉
﹇
顔
見
世
（
演

博
・
許
多
）﹈

天
明
三
年
九
月
京
（
北
西
）「
大
切
所
作
事

花
王
石
橋
獅
子
座
振
」﹇
絵
尽
（
演
博
）﹈（
中
村
富
十
郎
）

天
明
三
年
十
一
月
京
（
北
西
）
歌

中
村
富
五
郎

三
弦

錦
屋
太
惣
﹇
顔
見
世
（
演
博
・
日
大
）﹈（
若

女
形

中
村
富
十
郎
）

天
明
四
年
十
一
月
大
坂
（
中
）
外
記
ぶ
し
小
哥

鈴
木
萬
里
﹇
顔
見
世
（
演
博
）﹈

天
明
四
年
十
一
月
大
坂
（
角
）
三
み
せ
ん

錦
谷
多
惣
﹇
顔
見
世
（
演
博
・
許
多
・
日
大
）﹈

天
明
五
年
一
月
二
十
五
日
大
坂
（
中
）「
七
変
化
七
艸
拍
子
」﹇
評
判
記
（
役
者
大
極
図
）（
演
博
）、
役

割
（
実
践
）﹈（
白
拍
子

春
駒

傾
城

老
女

座
頭

切
禿

石
橋

岩
井
半
四
郎
）

天
明
五
年
四
月
一
日
大
坂
（
中
）「
恋
闇
卯
月
の
楓
葉
」
太
夫
鈴
木
万
里
﹇
絵
尽
（
京
資
・
国
音
）、
役

割
（
許
多
）﹈（
松
本
幸
四
郎

岩
井
半
四
郎
）

天
明
五
年
五
月
五
日
大
坂
（
中
）「
名
大
坂
高
麗
屋
橋
」〔
大
切
所
作
事
〕﹇
絵
尽
（
図
説273

）﹈（
岩
井

半
四
郎

松
本
幸
四
郎
）
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（
十
六
）

天
明
五
年
五
月
二
十
五
日
大
坂
（
若
太
夫
）「
道
行
冥
途
の
忍
里
」
太
夫

鈴
木
万
里

ワ
キ

富
本
相

太
夫

三
弦

竹
沢
伊
三
郎
﹇
役
割
（
池
田
）﹈

天
明
五
年
十
一
月
大
坂
（
筑
後
大
西
）
小
う
た

鈴
木
萬
里

同
（
三
み
せ
ん
）
錦
屋
多
宗
﹇
顔
見
世

（
演
博
・
許
多
）﹈（
↓
天
明
六
年
正
月
﹇
評
判
記
﹈）

天
明
六
年
十
一
月
大
坂
（
筑
後
大
西
）
長
哥

江
戸

湖
出
市
十
郎

つ
ゞ
み
哥

鈴
木
萬
里

三
み

せ
ん

錦
屋
多
惣

錦
屋
善
五
郎

錦
屋
多
吉
﹇
顔
見
世
（
許
多
）﹈
＊

江
戸
ぶ
ん
ご
ぶ
し
太
夫

富
本
登
喜
太
夫
（
中
村
仲
蔵
）

天
明
七
年
正
月
大
坂
（
筑
後
大
西
）「
寿
三
番
叟
」
湖
出
市
十
郎
、
鈴
木
万
里
﹇
絵
尽
（
演
博
）、
評
判

記
（
役
者
吉
書
始
）﹈（
中
村
仲
蔵
）

天
明
七
年
正
月
江
戸
長
う
た

湖
出
市
十
郎
﹇
評
判
記
（
役
者
評
判
魁
梅
朔
・
大
坂
）﹈

天
明
七
年
九
月
十
五
日
大
坂
（
大
西
）「
梅
紅
葉
浪
花
丹
前
」
長
歌

湖
出
市
十
郎

三
弦

錦
屋
多
惣

﹇
正
本
（
許
多
）﹈（
中
村
仲
蔵

中
村
粂
太
郎
）

天
明
七
年
十
月
二
十
六
日
京
（
北
東
）「
今
様
風
流
志
賀
山
一
流
寿
三
番
叟
」﹇
絵
尽
（
演
博
）、
役
割

（
実
践
）﹈（
中
村
仲
蔵
）

天
明
七
年
十
一
年
大
坂
（
角
）
長
う
た
／
つ
ゞ
み
哥

湖
出
市
十
郎
﹇
顔
見
世
（
許
多
）﹈
江
戸
風
（
中

村
仲
蔵
）

天
明
七
年
十
一
月
大
坂
（
中
）
外
記
な
が
哥

鈴
木
萬
里
﹇
顔
見
世
（
許
多
）﹈

天
明
八
年
三
月
大
坂
（
角
）「
所
作
事

花
形
見
娘
道
成
寺
」﹇
絵
尽
（
演
博
）、役
割
（
許
多
）﹈（
中
村

富
十
郎
追
善
中
村
野
塩
）

天
明
八
年
十
一
月
京
（
北
西
）
長
哥

富
士
田
新
蔵

大
鼓

太
田
金
蔵

三
味
線

錦
屋
太
惣

小

鼓

望
月
専
右
衛
門

望
月
万
八
﹇
顔
見
世
（
演
博
）﹈（
市
川
團
蔵
）

天
明
八
年
十
一
月
大
坂
（
角
）
長
哥
／
鼓
哥

湖
出
市
十
郎
﹇
顔
見
世
（
許
多
）﹈

天
明
八
年
十
一
月
大
坂
（
北
新
地
）
長
う
た

小
出
市
十
郎
﹇
顔
見
世
（
許
多
）﹈

天
明
八
年
十
一
月
大
坂
（
中
）
つ
ゞ
み
哥

鈴
木
萬
里
﹇
顔
見
世
（
許
多
）﹈（
江
戸

市
川
多
喜
蔵
）

■
村
井
清
左
衛
門

享
保
十
二
年
十
月
京
（
北
西
）
小
哥
（
ト
メ
）﹇
顔
見
世
（
霞
亭
）﹈

享
保
十
七
年
十
月
京
（
南
西
）
小
哥
（
ト
メ
）﹇
顔
見
世
（
霞
亭
）﹈

享
保
十
八
年
七
月
十
五
日
京
（
南
西
）「
都
風
流
大
踊
」（
音
頭
）﹇
役
割
（
天
理
・
演
博
）﹈

延
享
三
年
十
月
京
（
北
西
）
小
哥
（
タ
テ
）﹇
顔
見
世
（
演
博
）﹈

延
享
四
年
十
月
京
（
北
西
）
小
哥
（
タ
テ
）﹇
顔
見
世
（
演
博
）﹈

寛
延
元
年
閏
十
月
京
（
北
西
）
小
歌
（
タ
テ
）﹇
顔
見
世
（
演
博
・
天
理
）﹈

寛
延
二
年
十
一
月
京
（
北
東
）
小
歌
（
タ
テ
）﹇
顔
見
世
（
演
博
・
許
多
）﹈

寛
延
三
年
十
一
月
京
（
北
西
）
小
哥
（
タ
テ
）﹇
顔
見
世
（
演
博
）﹈

宝
暦
元
年
十
一
月
京
（
北
東
）
小
哥
（
ト
メ
）﹇
顔
見
世
（
演
博
）﹈

宝
暦
五
年
十
一
月
大
坂
（
中
）
大
坂

長
歌

清
右
衛
門
（
清
左
衛
門
）﹇
顔
見
世
（
許
多
）﹈
江
戸
風

宝
暦
十
二
年
十
一
月
大
坂
（
中
）
小
う
た
（
タ
テ
）﹇
顔
見
世
（
許
多
）﹈

■
吉
田
庄
七

明
和
二
年
大
坂
（
若
太
夫
）
小
う
た
﹇
顔
見
世
（
許
多
）﹈

明
和
三
年
大
坂
（
角
）
小
う
た
長
哥
﹇
顔
見
世
（
許
多
）﹈
江
戸
風

明
和
五
年
大
坂
（
大
西
）
う
た
﹇
顔
見
世
（
許
多
）﹈

明
和
六
年
大
坂
（
中
）
小
哥
﹇
顔
見
世
（
演
博
）﹈

安
永
三
年
大
坂
（
角
）
三
弦
﹇
顔
見
世
（
許
多
・
演
博
）﹈

■
豊
見
庄
助

明
和
六
年
大
坂
（
角
）
小
鼓
﹇
顔
見
世
（
演
博
）﹈

明
和
八
年
大
坂
（
中
）
大
坂

長
哥
﹇
顔
見
世
（
許
多
）﹈
江
戸
風

明
和
九
年
大
坂
（
中
）
同
〔
う
た
〕﹇
顔
見
世
（
許
多
・
演
博
）﹈

安
永
元
年
大
坂
（
中
）
〃
〔
う
た
〕﹇
顔
見
世
（
許
多
・
演
博
）﹈
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（
十
七
）

表
３

顔
見
世
番
付
に
み
る
上
方
各
座
の
囃
子
方
（
安
永
期
か
ら
寛
政
期
）
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（
十
八
）

図 1　宝暦 11 年 11 月江戸市村座顔見世番付（『日本大学総合学術情報センター所蔵
DVD版歌舞伎番付集成』、八木書店、2004 年より転載（nihb09-033））

図 2　宝暦 11 年 11 月江戸森田座顔見世番付（早稲田大学演劇博物館所蔵（ロ 22-3-8））
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（
十
九
）

図 3　宝暦 9年 11 月大坂角の芝居顔見世番付（『許多脚色帖』（芸能史研究会編『日本庶民文化資料集成』
第 14巻芸能記録（三）、三一書房、1975 年、172 頁（六 -16）より転載）（部分））

図 5　 安永 6 年 3 月江戸中村座「鐘掛花振袖」
正本（日吉小三八家所蔵）

図 4　安永 8年 3月大坂角の芝居「鐘恨重振袖」
正本（国立音楽大学附属図書館竹内道敬
文庫所蔵（07-6001））
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（
二
十
）

図 6　天明 4年 11 月大坂中の芝居顔見世番付（早稲田大学演劇博物館所蔵（ロ 19-1-30））

図 7　天明 6年 11 月大坂筑後大西芝居顔見世番付（『許多脚色帖』（芸能史研究会編
『日本庶民文化資料集成』第 14巻芸能記録（三）、392 頁（十二 -24）より転載））
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（
二
十
一
）

Kabuki Musicians’ Migration between Kamigata and Edo in the
Late 18th Century (from the H reki to Tenmei Eras: 1751-1788)

MAESHIMA MihoA

The purpose of this study is to analyze theatrical documents (kaomise banzuke, yakuwari banzuke, ezukushi, sh(( ōhon and ōō
yakusya hyōbanki) and to clarify Kabuki musicians’ migration between Kamigata (the Kyoto-Osaka areas) and Edo in the late ii

18th Century (from the Hōreki to Tenmei eras: 1751-1788). 

My investigation revealed that there were the comings and goings of 42 Kabuki musicians in total and most of them (for 

example Nakamura Hyōzō, Kineya Chujirō, Koide Ichijurō and Suzuki Banri) moved from Edo to Kamigata along with 

Kabuki actors. As a result, Edo kabuki musicians had a great influence on Kamigata musicians and its music. In other words,

Kamigata became remarkably Edo-nized: a cultural dynamism which contrasts sharply with the cultural influence of 

Kamigata on Edo in the early 18th century. Edo-nization of Kamigata kabuki music scene of the time can be observed in a 

special term of nagauta, publication of nagautashōhonōō  and ezukushi with song lyrics, and so on.i

Keywords:  Edo period, Kyoto, Osaka and Edo, comings and goings, Edo-nization, nagauta




